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社会福祉法人須坂市社会福祉協議会

令和元年度事業計画

まち

~ 誰もが安I~\ して暮らすことができる須坂づくり

ぬくもりのある地域福祉を進めます ~ 

少子・高齢化の進行による人口減少、そして核家族・単身世帯の増加や地域コミ

ュ二ティの希薄化が、地域社会で深刻な問題となっています。こうした背景の中、

生活困窮者、引きこもり、子どもや高齢者に対する虐待、社会的孤立等の福祉課題

が増加しており、あらためて家族の紳、そしてご近所での朗け合いという地域福祉

力が求められています。

そこで、須坂市社会福祉協議会では、第3次須坂市地域福祉活動計画に基づき、

引き続き支部社協、民生児童委員、ボランティア、福祉関係団体及び行政と連携、

協力し、「朗け合い起こし」を合い言葉に各種事業を着実に進めていきます。また、

様々な広報媒体を活用レて、本会の事業内容の周知並びに地域福祉に関する情報の

一層の提供に努めていきます。

地域福祉の推進では、住民主体と住民参加による聞け合いの推進のため、聞け合

い起こし支援、ボランティア活動推進、高齢者福祉、障がい福祉、結婚相談、生活

困窮者の自立支援等に関する各種事業を引き続き展開し、ぬくもりのある地域福祉

を進めていきます。

介護保険事業では、制度改正や報酬改定、また、他事業所との利用者獲得競争や

人材確保が難しい等の現況でありますが、それぞれ目標を定め、その目標達成に向

けて事業の見直し・改善を進めていきます。そして、まかせて安山な介護サービス

の推進のため、訪問介護・訪問入浴介護・居宅介護支援・通所介護・地域密着型特

別養護老人ホーム等を展開していきます。

令和元年度においても、財政をはじめ様々な面で、引き続き厳しい状況下での事

業運営が予想されます。現状を的確に認識し、各種事業の見直し、事業執行におけ

る創意工夫をしながら、誰ちが安l白して暮らすことができるまちづくりをめざし、

役職員一丸となり、市民の皆様や利用者の皆様に信頼され、セイフテイネットとレ

ての役割が果たせるよう活動を進めていきます。
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令和元年度主要事業について

I 地域福祉推進事業 |※市指定二今須坂市からの指定管理事業

1.基盤強化と地域福祉活動の推進 |※市受託コ須坂市からの受託事業

(1) 役員会の開催

(2) 財源基盤の確立会員の拡充を図る

(3) 社協支部活動の支援

(各社協 12支部を支援する他、活動費を交付する事業)

ω 民生児童委員協議会との連携強化
(5) 苦情解決システム・第三者委員会の開催

(6) 関係機関(団体)、福祉施設との連携

2.広報・啓発活動の推進

(1) 広報紙「助け合い起こしすざか」・「社協要覧」の発行、パンフレット・ホームベー

ジでの情報発信・ブログ・ツイッター・フェイスブックでの情報伝達

(2) 公募による広報紙モニターの情報提供などを広報に反映

(3) 長野県社会福祉大会への参加

(4) 社協マスコット「こころちゃんJiつなぐくん」を活用した啓発活動

(5) ふれあい広場の開催

(ボランティア連絡協議会を中心とした約 80団体で構成する実行委員会が主催する、

より多くの市民に福祉への理解を広げるための福祉の祭典)

3.助け合い起こし支援事業

誰もが住み慣れた地域で、豊かに安心して暮らせるまちをつくるために住民主体と

住民参加による助け合いの推進を図る

(1) 助け合い推進会議の開催連携

(行政とも連携して作成した地域福祉活動計画に基づき、助け合いの原点を見つめ

直し、様々な視点から意見を吸い上げ、地域福祉の推進につなげる事業)

(2) 助け合い推進大会の開催支援

(助け合い推進会議が主催し、様々な分野でご活躍された方々の表彰や助け合いを

広げるための啓発を行う事業)

(3) こころ・つなぐ・助け合い」事業の実施

(地域の助け合いや支え合いで身近な困りごとを解決していく事業)

(4) 住民参加による地域福祉事業

-新・地域見守り安心ネットワーク推進事業 ※市受託

(区が中心となり行う、災害も想定しながら在宅のひとり暮らしや寝たきりの高齢者、

高齢者夫婦世帯、障がし、者世帯等の地域での支え合い、見守りのネットワークづく

りへ助成を行う事業)

・ふれあいサロンの支援 ※市受託

(5人以上が集い、地域でいきいき暮らすことを支援しているサロンに助成を 行

う事業)

・「助け合い情報」発行

(サロンへの情報提供を目的に発行)

(5) すざか助け合い推進センター活動

(6) 地域生活支援事業

-福祉懇談会実施

-社協支部主催ひとり暮らし老人等交流会食会の実施 ※市受託

(ひとり暮らしの高齢者等を対象に、地区ごとに開催される会食会へ支援、助成す

る事業)
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-民協地域福祉活動推進事業(活動推進費の交付)

4.ボランティア活動推進事業

(1) 敬愛基金利息(篤志家により造成)の活用によるボランティア活動の支援及び普及

(2) ボランティアセンターの運営 ※市指定

(3) ボランティアの育成・研修事業

-市民向けボランティア講座

(様々な課題に関心を持ちボランティアをはじめたいと考えている方々を対象

とした入門講座)

-福祉施設体験教室サマーチャレンジボランティア講座 ※市受託

(高校生以上を対象に夏休み期間を利用した、ボランティア・福祉施設体験講座)

.ボランティア保険の加入促進

(ボランティア活動中の事故を補償する保険の加入促進および事務)

.ボランティア団体育成及び活動費の補助

-災害に備えてのボランティア継続研修会及び災害ボランティアの登録

-被災地支援の災害ボランティア(炊き出し・生活支援等)派遣の実施 ※市受託

(4) ボランティア連絡協議会の活動推進

・ボランティア連絡協議会総会、運営委員会の開催

・ふれあい広場の開催

(障がい者の社会参加とボランティアの輸を広げることを目的とした市民の福

祉祭りの開催)

-須坂カッタカタまつりへの参加

(障がい者の社会参加とボランティアの啓発、市民の皆さんとのふれあいを目

指して、お祭りに参加)

・ボランティア市民活動交流集会の開催

(ボランティア活動をされている皆さんが活動を広げるための交流イベント)

.ステップアップ研修会の開催

(ボランティア連絡協議会役員を対象とした研修会を行う事業)

(5) ボランティア相談の受付・ボランティアグループ。の支援

5.高齢者福祉対策事業
(1) 須坂市自立生活特別支援事業 ※市受託

(介護保険のサービスでは対応できない身体介護や生活援助を行い、高齢者の方が在宅

で白立した生活が継続できるようにホームヘルパーを派遣する事業)

(2) 生活支援サービス体制整備事業「生活支援コーディネーター」の設置 ※市受託

(困りごとを地域で助け合う仕組みづくりを行ってし火事業)

(3) 高齢者世話付住宅(末広ハイツ)生活援助員派遣事業 ※市受託

(4) 食の自立支援事業(配食サービス) ※市受託

(おおむね 65歳以上の単身世帯高齢者のみの世帯等で調理の困難な方に食事を配達し、

併せて安否確認を行う事業)

(5) 福祉移送サービス事業(リフト付き車両による送迎)

(介護度2以上及び日常生活白立度B以上で車イス等利用している移動困難な高齢者を

対象に、通院等の外出を支援する事業)

(6) いきいき外出事業

(車イスを利用し外出が困難な高齢者等を対象に、お花見等の外出を支援する事業)

(7) 在宅介護者リフレッシュ事業 ※市受託

(家族を介護から一時的に解放し、介護者相互の交流等により元気回復を図るため、食

事会での介護に関する相談会を行う事業)

(8) ひとり暮らし高齢者安心コール事業 ※市受託

(ひとり暮らしの高齢者へ電話を通してのコミュニケーションと安否確認及び電話をか

けるボランティアと利用者の交流を行う事業)
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6.障がい者福祉対策事業
(1) 重度障がい児者訪問入浴サービス事業 ※市受託

(重度障がし、児者の白宅に入浴車で訪問し、入浴サービスを提供する事業)

(2) 重度障がし、者移動支援サービス事業 ※市受託

(重度障がい者にヘルパーが同行して買い物等の外出支援を行う事業)

(3) 重度障がし、者希望の旅事業

(公共機関を利用して外出や旅行が困難な重度の障がい者を対象に、旅行を通じて人と

人とのつながりをつくり、社会参加を促進することを目的とした事業)

(4) 重度障がし、者いきいき外出事業

(車イスを利用し外出が困難な重度な障がし、者等を対象に、お花見等の外出を支援する

事業)

(5) 重度障がい者等料理教室

(重度の障がし、により調理の機会が少ない方を対象として、調理や仲間との交流の場を

増やすことを目的とした事業)

(6) 福祉移送サービス事業(リフト付き車両による送迎)

(重度障がいの車イス使用者または視覚障がし、者で、一般の交通手段を利用することが

困難な方の通院等の外出を支援する事業)

7.ひとり親家庭福祉対策事業
(1) サンタクロース派遣事業

(子どもたちが健やかに成長することを願い、地域で子どもを育てる環境づくりを

目的にサンタクロースに扮したボランティアが子どもたちに夢を届ける事業)

(2) 親子のつどい事業 ※市受託

8.子育て支援事業

(1) 共働き世帯対象長期休み子育て支援事業

(共働き世帯の子育て支援を目的に、春・夏休みを利用し、子どもたちの育成と福

祉への関心を高める体験型事業)

(2) 子ども服等リユース事業〔へそのこリユース〕

(子育て世代の負担を減らし、資源の有効活用をすることを目的に、子ども服等のリユ

ース活動をする事業)

(3) 養育支援訪問事業 ※市受託

9.福祉教育推進事業

(1) 福祉教育ネットワーク会議の開催

(市内の学校と福祉施設等との情報交換を行う事業)

(2) 社会福祉普及校の指定及び福祉教育に対する活動費補助事業

(市内の小中高等学校が行う福祉教育に関する活動に助成を行う事業)

(3) 小中学生ボランティア体験教室及び施設体験事業

(市内小学校5・6年生と中学生を対象に、他の学校の子どもたちとの交流や、様々な福

祉的メニューを体験することで、子どもたちに「お互いさま」の助け合いの心が育ま

れることを目的とした事業)

(4) 福祉ボランティア体験出前講座の充実

(学校や地域の依頼により、福祉体験講座の相談、講師派遣、調整等を行う事業)

10.総合相談事業
心配ごと相談所の実施 ※市受託

-法律相談(すざか未来館) 第2・4木曜日 午後 1時~午後4時

・心配ごと相談(須坂ショッピングセンター内まいさぽ須坂) 月曜日~金曜日

11.援護事業
(1) 生活福祉資金・総合支援資金の貸付事業



― 5―

(2) 日常生活白立支援事業、金銭管理・財産保全サービス事業

(高齢や障がし、等で年金の払い出しゃ支払いなどが困難な方への援助サービス)

(3) 福祉移送車両(車イスで乗車できるリフト付き車両)の貸出事業

(4) 福祉機器貸与事業

(5) 火災等被災世帯の激励・見舞い(見舞金・布団セット・日用品セットの提供)

(6) 交通・災害遺児への激励重度障がい者世帯への歳未激励事業

(7) その他援護事業

12.結婚相談事業 ※市受託
(1) 結婚相談所の運営(月 2回)

(結婚を希望される皆様に登録していただき出会いのお手伝いをする事業)

(2) 婚活パーティーの開催(年2回)

(イベントを実施し出会いの場を提供する事業)

(3) 婚活セミナーの開催(年 5回)

(結婚に向けての心構えなどを学ぶセミナーを行う事業)

13.生活困窮者自立支援事業 ※市受託
生活の悩みや、経済的困りごとを抱えている人に対して、相談員が一緒に考え課題を

整理しながら生活の立て直しゃ、就労など白立に関する相談などを行う事業

(須坂ショッピングセンター内まいさぽ須坂 相談時間 9 時~17 時)

14.共同募金事業
(1) 赤い羽根共同募金の実施とその配分

(2) 街頭募金の実施

(3) 長野県共同募金会須坂市共同募金委員会事務

15. 日本赤十字社事業
(1) 日赤活動資金募集の推進及び個人会員・法人会員の加入促進

(2) 赤十字奉仕団の育成と団活動の推進

(3) 救急法・ AED・家庭看護法・水上安全法・幼児安全法等講習会の推進

(4) 一日赤十字の開催

(5) 献血の推進

(6) 災害発生時義援金受付窓口の開設

(7) 日本赤十字社長野県支部須坂市地区事務

16.須高地区事業
(1) 保護司活動の支援

(2) 更生保護女性会活動の支援

(3) 上高井招魂杜例大祭の支援

E 老人福祉センター「永楽荘Jrくつろぎ荘(※市指定)Jの管理運営及び須坂市
シニアクラブ連合会への活動協力
高齢者の生きがし、対策及び福祉の増進、教養の向上並びにレクリエーションの場を提供

E 介護保険事業

1.訪問介護事業

高齢者の方の白宅にホームへノレバーが訪問し、身体介護や生活援助等を行う事業

2.訪問入浴介護事業
高齢者の方の白宅に入浴車で訪問し、入浴サービスを提供する事業
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3.通所介護事業

高齢者の方に日帰りで、入浴、食事の提供、機能訓練等のサービス提供を行い、孤独感

の解消や、身体機能の維持を図るとともに、介護者の負担軽減を図り、利用者の日常生活

の支援を行うことを目的とした事業

-デイサービスセンターぬくもり園 一般型 定員 40名

・デイサービスセンターすえひろ 一般型 定員 40名(※市指定)

4.認知症対応型通所介護事業

-デイサービスセンターことぶき 認知症対応型定員 12名

5.介護予防・日常生活支援総合事業(介護予防・生活支援サービス事業)

(1) 訪問型サービス

-訪問介護(現行の訪問介護相当)

(2) 通所型サービス

-通所介護

・生きがいデイサービス事業 ※市受託

・脳げんき教室事業 ※市受託

6.居宅介護支援・介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務委託支援事業

利用者の心身の状況及び家庭環境と利用者及び家族の意思を尊重し、介護サービス計画

ケアプランの作成、居宅サービスの調整、申請代行等を行う事業

-居宅介護支援事業所

・ぬくもり園居宅介護支援事業所

7.地域密着型介護老人福祉施設入所生活介護事業・短期入所生活介護事業

家庭的な雰囲気の中で、地域や家族との結びつきを重視し、常に介護が必要な方に、入

浴や食事などの日常生活上の支援や機能訓練、療養上の支援などを行う事業

(1) 介護老人福祉施設 定員 29名 (3ユニット)

(2) 短期入所生活介護 定員 9名

N 障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律(障害者総合支
援法)関係事業
1.居宅介護

2.重度訪問介護
3.計画相談支援
(1)指定特定相談支援事業

(2)指定障害児相談支援事業

V 指定障害福祉サービス事業所「ぶどうの家J(※市指定)の管理運営
生活訓練・作業訓練等を通じて、社会生活への適応性を高め、社会復帰の促進を図る



令和元年度 支 部 事 業 計 画

上部支部（穀町、上町、本上町、上中町）
（目標）“人と人とのつながりの持てる地域福祉の推進”
１ 福祉ボランティアにより一層の啓発と、明るい町づくりを推進する。
２ 一人暮らし高齢者との交流を深めるための昼食会を行う。
３ 一人暮らし高齢者、寝たきり高齢者等の在宅福祉活動を推進する。
４ 保健補導員および赤十字奉仕団の協力により、献血運動・保健衛生事業の推進に努める。
５ 各種の福祉募金に協力する。（共同募金・歳末助け合い・日赤活動資金・社協会費）
６ 児童・青少年の健全育成に協力する。
７ 差別のない明るい社会環境の実現を目指して努力する。

◆令和元年度上部支部行事計画

東部支部（春木町、常盤町、中町、新町、太子町）
（目標）社協東部支部の連絡を密にし、社協に対する理解と福祉の高揚に努め、以下の活動を行う。
１ 一人暮らしの高齢者間の交流を深めるため、「ふれあいサロン」を町別に開催する。
２ 福祉施設の視察と慰問を実施して、福祉の認識を深める。
３ 寝たきりの高齢者、一人暮らしの高齢者等への家庭訪問などを積極的に行う。
４ 介護保険への理解を一層深めて、地域住民のよき相談相手になる。
５ 保健補導員や赤十字奉仕団と協力して、献血運動・保健衛生事業の推進に努める。
６ 各種の福祉募金にできるだけ協力する。
７ 児童青少年の健全育成に協力し、子供達の安心・安全の向上に努力する。

◆令和元年度東部支部行事計画

※各町別又は合同で、上記以外の計画活動を行う。

開 催 日 行 事 内 容
１月16日 上部支部決算総会
４月30日 第１回正副支部長会
５月26日 支部予算総会
９月４日 第２回正副支部長会
９月18日 「一人暮らし高齢者との交流昼食会」実務担当者打合せ会
10月３日 「一人暮らし高齢者との交流昼食会」の開催
11月27日 第３回正副支部長会
12月15日 会計監査及び引継会
Ｒ2.1月16日 上部支部決算総会・予算総会

開 催 日 行 事 内 容
通 年 「ふれあいサロン」の開催（各町別に実施）
４月12日 東部支部総会
５月16日 一人暮らし高齢者交流昼食会（中央公民館）
８月３日 町の歴史教室や寺子屋塾・育成会等との連携を図り、子供達とふれあいや活動の場を作る

（生涯学習に参加）９月23日
10月５日
９月６日 東部支部役員会（後期の活動について）
10月15日 一人暮らしの高齢者への慰問
10月25日 福祉施設等への慰問・見学（２か所）
11月26日 会計監査・引継ぎ

東部支部反省会
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西部支部（横町、東横町、南横町、北横町、立町、馬場町、西町、須坂ハイランド町）
１ 福祉ボランティア活動の街づくりを推進する。
２ 寝たきり高齢者の家庭訪問等を行い、地域住民の良き相談相手になる。
３ 一人暮らしの高齢者の孤立化を防ぐための交流会（会食会）を実施する。
４ 差別のない「明るい街づくり」運動に努める。
５ 保健補導員と協力して献血運動を実施し、保健衛生事業の推進に努める。
６ 新生活運動の徹底、推進を図る。
７ 子供たちの健全育成のため、各種行事への参加を働きかける。
８ 子供の人権を見守る街づくりに努める。

◆令和元年度西部支部行事計画

南部支部（坂田町、南原町、北原町、小山町、屋部町、八幡町、境沢町）
（目標）ふれあいと支え合いのある明るい地域づくりをめざして
１ 各種団体と協調して地域の活性化に努める。
２ 社協活動の理解を深め福祉の高揚に努める。

◆令和元年度南部支部行事計画

※南部支部会議は、第４ブロック区長会（年７回）の中で同時実施していく。

開 催 日 行 事 内 容
１月24日 西部支部正副新旧役員会（くろいわ）
２月５日 社協西部支部献血（ハイランド町集会場）
３月19日 社協理事会・評議員会（シルキーホール３階）
４月19日 西部支部役員会（正副支部長、理事、評議員）（馬場町公会堂）
６月21日 西部支部役員総会及び福祉懇談会（馬場町公会堂）
７月中旬 須坂市赤十字奉仕団研修会（「一日赤十字体験」含む。）
９月上旬 高齢者交流会準備会（馬場町公会堂）
10月中旬 高齢者交流会当番区打合せ会（馬場町公会堂）
10月23日 高齢者交流会食会（シルキーホール３階）
11月中旬 西部支部正副役員会
12月下旬 西部支部新旧役員引き継ぎ会

開 催 日 行 事 内 容
４月６日 南部支部会議（ブロック区長会）
５月８日 南部支部会議（ブロック区長会）
～31日 募金活動（各町毎に実施）
下旬 社協評議員会
下旬 献血運動への協力

６月１日 南部支部会議（ブロック区長会）
６月８日 令和元年度南部支部総会
中旬 社協評議員会
～末 新・地域見守り安心ネットワーク更新

７月６日 南部支部会議（ブロック区長会）
８月２日 保健補導員、民生児童委員と区長会との懇談会
８月10日 竜ヶ池灯ろう流しの夕べ
８月下旬 社協評議員会
９月５日 南部支部会議（ブロック区長会）
９月30日 南部支部会議（ブロック区長会）
10月４日 一人暮らし高齢者との会食会
～末 募金活動の実施

11月中旬 福祉施設激励訪問 ・訪問者 予定４名、正副支部長、民生児童委員地区長、地元区長
11月中旬 第４ブロック三役研修会
令和２年１月中旬 社協南部支部会計監査（中間）
令和２年１月下旬 社協南部支部引継ぎ会
２月中旬 新・地域見守り安心ネットワーク更新説明会
２月 助け合い推進大会
３月７日 南部支部会議（ブロック区長会）
３月下旬 社協南部支部会計監査
３月下旬 社協評議員会運営委員会
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日滝支部（相森町、高橋町、大谷町、本郷町）
１ 社会福祉活動の理解を深める。（年２回の総会開催）
２ 民生児童委員との交流による高齢者対策を図る。
３ 保健補導員との交流および献血に協力する。
４ 日赤社資および各種募金事業の推進に協力する。
５ 福祉施設の慰問の実施、認識を深める。
６ 高齢者の交流会食会を年２回実施する。
７ 高齢化社会にちなみ、ふれあいサロンの普及に協力し福祉向上に努める。
８ 各種団体と連携し、新地域見守り安心ネットワークの策定活動をする。
９ 新生活運動の推進に努める。

◆令和元年度日滝支部行事計画

豊洲支部（高畑町、南小河原町、小河原町、新田町、小島町、相之島町、北相之島町、豊島町）
１ 誰もが住み慣れた地域で安心して豊かに暮らせる町づくりを目指して「助け合い起こし」を合い言葉に、地域の各種
団体との連携強化に努め地域福祉の推進を図る。

２ 一人暮らしの高齢者との交流会（昼食会）及び寝たきりの高齢者、一人暮らし高齢者の歳末慰問を実施する。
３ 町区ごとに地域見守り安心ネットワークの強化を図り、在宅福祉の増進を進める（寝たきり高齢者、独居高齢者、高
齢者夫婦世帯、障害者等の不測の事故防止のための対策会議を開いたり、コミュニケーションを図ったりする）。

４ 高齢者社会に対応して、各町の「ふれあいサロン」の普及を図り、住民参加による「助け合い起こし」で地域福祉の
推進を図る。

５ 人権教育の活動を支援し、差別のない明るい地域づくりに努める。
６ 「豊洲地区子どもを守る会」を中心に、小・中学生の通学路等での不審者への抑止力と交通安全確保のために、登下
校時に住民とともにパトロール等を実施する。

◆令和元年度豊洲支部行事計画

開 催 日 行 事 内 容
３月６日 日滝ブロック連絡協議会
３月19日 社協評議員会・運営委員会
４月９日 区長会と民生児童委員合同会議
５月中旬 社協他会費および募金
６月10日 社協日滝支部春季総会
６月17日 保健補導員との交流会
６月21日 第１回高齢者交流会
９月18日 第２回高齢者交流会
９月21日 福祉施設訪問
10月中旬 各種募金
12月３日 日滝支部年末総会
12月17日 日滝ブロック連絡協議会事業報告
２年１月15日 日滝ブロック連絡協議会引継会

通 年
地域見守り安心ネットワーク
ふれあいサロン 策定活動
助け合い起こし

開 催 日 行 事 内 容
１月上旬 支部総会（引継ぎ会）
５月下旬 支部理事会
６月下旬 支部総会
７月中旬 支部理事会
７月下旬 福祉施設訪問・交流会
９月中旬 一人暮らし高齢者交流会
12月中旬 支部理事会（反省会）・監査会

高齢者歳末訪問
１月上旬 引継ぎ会（新旧理事）
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旭ヶ丘支部（旭ヶ丘町、北旭ヶ丘町、松川町、光ヶ丘ニュータウン）
（目標）明るい住みよい心が通う町づくりの推進に努める。
１ 社協活動に対する理解を深め、福祉社会づくりに努める。
２ 保健補導員会等の協力を得て、献血運動を推進する。
３ 一人暮らし高齢者の交流会を実施する。
４ 社協会費、日赤社資、共同募金等、各種募金活動に協力する。
５ 一人暮らしの高齢者、高齢者夫婦世帯、重度心身障がい者などに対する援護組織づくりと、その活動を推進する。
６ 児童青少年の育成に努める。
７ 交通安全に協力し、特に高齢者、子どもの事故防止に努める。
８ 福祉ボランティアに関心ある町づくりの推進に努める。
９ 支部内４町の住民の助け合いや融和を図り、地域全域の絆を深める。

◆令和元年度旭ヶ丘支部行事計画

注）日程は予定です

日野支部（八重森町、沼目町、塩川町、高梨町、五閑町、村山町、田の神町）
（目標）地域住民参加により、各々の人間性を尊重しながら、思いやりの精神を涵養し、地域住民の幸せと明るく住みよい

地域づくりの為に努力する。
１ 福祉会議を開催して、支部事業の浸透と実践に努める。
２ 福祉を訪問し、認識を深める。
３ 献血運動に積極的に協力する。
４ 本部の行う各種募金活動に協力する。
５ 高齢者の福祉向上を期し、寝たきり高齢者及び介護者の援助激励し、ひとり暮しの高齢者との交流会（会食会）等の
慰問激励を行う。又、老人会事業に協力する。

６ 保育園児の健全育成の為、積極的に協力する。又、新生児に祝い品を贈呈。
７ 交通事故防止に協力し、交通遺児の援助活動事業を行う。
８ 寝たきり高齢者、ひとり暮し高齢者及び重度心身障がい者の事故防止の為、各区において安全対策会議を開催する。
９ 児童、青少年の健全育成に協力する。
10 遺族会の事業に協力し、特に慰霊法要には全員参加の上、冥福を祈る。
11 人権同和学習の推進に協力する。
12 福祉に関する講演会を実施する。

◆令和元年度日野支部行事計画

開 催 日 行 事 内 容
４月12日 第１回支部総会（ふれあいプラザ）
５月 日赤社資募集・社会福祉協議会費（各町で）
６月 献血（旭ヶ丘町公会堂）（保健補導員会に依頼）
９月 高齢者会食会事業の準備会議
10月 赤い羽根共同募金（各町で）
10月29日 一人暮らし高齢者交流会食会（ふれあいプラザ）
11月29日 第２回支部総会（ふれあいプラザ）

開 催 日 行 事 内 容
４月１日 会計監査
４月22日 社協日野支部 第１回理事会
５月 社協日野支部 定期総会（総会、講演会）
７月 ひとり暮らし高齢者会食会
７月 社協日野支部 福祉施設研修視察
８月 新生児へのお祝い品贈呈（前期）
９月 高齢者慰問
11月 社協日野支部 第２回理事会
１月末頃 社協日野支部 役員会（献血打合せ）
２月 新生児へのお祝い品贈呈（後期）
３月10日前後 社協日野支部（献血実施、反省会）
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井上支部（井上町、福島町、中町、九反田町、幸高町、米持町、二睦町）
１ 関係団体と連携を図り、福祉の向上に務める。
２ 福祉ボランティアの町づくり事業を推進する。
３ 差別のない明るい社会の実現をめざし、人権教育の推進に務める。
４ 社会福祉に関する諸事業に関心を持ち、福祉の現場を学ぶ。
５ 保健衛生思想の普及と実現を目指し、健全な町づくりに務める。
６ 献血運動・募金運動に協力する。
７ 赤十字奉仕団を育成し、強化・充実を図る。
８ 新生活運動の推進に務める。

◆令和元年度井上支部行事計画

高甫支部（上八町、下八町、野辺町、村石町、明徳町、望岳台）
１ 福祉ボランティアのまちづくり事業の推進
２ 福祉施設慰問と福祉活動の推進
３ 一人暮らし高齢者、寝たきり高齢者宅の訪問活動と「一声呼びかけ運動」による事故未然防止強化
４ 高齢者生きがい対策のため、敬老会・ふれあいサロン等各町独自計画の推進と一人暮らし高齢者交流食事会の開催
５ 児童虐待防止対策、災害時一人も見逃さない運動などのネットワークづくりの推進
６ 差別のない社会を目指した人権同和教育の推進
７ 児童青少年健全育成の環境整備・交通安全・防犯運動への協力
８ 社協会費等募金活動、その他福祉関係事業への協力

◆令和元年度高甫支部行事計画

開 催 日 行 事 内 容
１月 井上ブロック新旧区長会・事務引き継ぎ
２月 人権を考える市民の集い
２月 須坂市助け合い推進大会
３月 井上地区人権問題学習会
５月 井上地区献血
５月 区長・民生委員懇談会
５月 井上地区社協総会
７月 区長・保健補導員懇談会
７月 地域づくり市民会議
９月 須坂市防災訓練
10月 福祉施設見学
12月 社協井上支部事業報告・決算報告

開 催 日 行 事 内 容
１月 合同監査会
２月 合同総会
２月 高甫地区献血
９月 米寿祝い、金婚式お祝い訪問
11月 高齢者食事会
11月 地区内福祉施設訪問
12月 引継会
１～12月 各町第２回のふれあいサロン開催
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仁礼支部（仁礼町、亀倉町、夏端町、米子町、塩野町、峰の原高原）
１ 福祉活動の一環として、一人暮らしの高齢者及び長寿者の方々の交流会食会を開催する。
２ 児童青少年の健全育成と高齢者や障害者の方々の福祉増進を推進する。
３ 人権研修を重ね、明るい町づくりを推進する。
４ 福祉事業推進のために役員研修に努め、福祉施設の訪問や講演会を実施する。
５ 募金活動など本部事業へ参加し協力する。
６ 保健補導員の協力を得て献血運動、健康増進活動の推進を図る。
７ 地域見守り安心ネットワークの充実で、高齢者の災害時避難支援体制づくりを図る。

◆令和元年度仁礼支部行事計画

＊なお、その他事業については、各部門で計画、実施されておりますので省きます。

豊丘支部（大日向町、豊丘町、豊丘上町）
１ 人と人とのつながりを大切にし、地域福祉の推進に努める。
２ 地域の福祉活動と意識を啓発し、住みよい町づくりに努める。
３ 児童青少年の健全育成と福祉の向上に努める。
４ 高齢者等との交流を図り、会食会を開催する。
５ 障がいを持つ人の福祉向上を図る。
６ 社会福祉事業を推進するため説明会、役員研修会を実施する。
７ 募金活動など本部協議会の諸事業への参加と協力をする。
８ 差別のない明るい社会を目指し人権同和教育の推進に努める。

◆令和元年度豊丘支部行事計画

開 催 日 行 事 内 容
１月７日 新旧役員引継会（引継、懇親会）
５月23日 第１回理事会（支部総会に向けて資料確認・承認）
６月26日 支部総会（Ｈ30年度事業・会計報告）（Ｒ元年度事業・予算の承認）
８月28日 第２回理事会（高齢者交流会食事会、事前準備、作業確認）
10月３日 高齢者交流会食会（招待者40人以上の見込み）
12月下旬 監事会（会計監査）

開 催 日 行 事 内 容
４月26日 社会福祉協議会豊丘支部理事会議
５月25日 社協豊丘支部総会
６月 日赤奉仕団正副分団長会議に出席
７月 一日赤十字研修会に参加
９月 共同募金須坂支部会議に参加
９月９日 第１回高齢者会食会打ち合わせ会議
10月３日 第２回高齢者会食会打ち合わせ会議
10月24日 高齢者会食会の開催
12月 赤い羽根共同募金

令和２年１月
社協豊丘支部理事会
社協豊丘支部会計監査
社協豊丘支部役員引継ぎ会
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令和元年度 資 金 収 支 予 算 書
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(単位干円)

当期予算額 前期予算額 増減

収 入 787.284 789.940 ム 2.656

支 出 787，284 789，940 ム 2.656

差 ヲ| O O O 

【収入】 (単位千円)

経 理 区 分 当期予算額 前期予算額 増減 備考

I事業活動による収支 742，819 741，440 1，379 

1会費収入 11.140 11.116 24 

2寄付金収入 580 580 O 

3経常経費補助金収入 80.520 81.118 ム 598

4受託金収入 102.884 100.738 2，146 

5事業収入 4.809 5.149 ム 340

6介護保険事業収入 507，559 509，593 ム 2.034

7就労支援事業収入 3.396 3.566 ム 170

8障害福祉サービス等事業収入 28.345 25.984 2，361 

9受取利息配当金収入 2.814 2.777 37 

10その他の収入 772 819 ム47

E施設整備収支 。 O O 

E その他の活動による収支 33.907 31.198 2，709 

前期末繰越金より 10.558 17.302 ム 6.744

収入合計額 787，284 789，940 ム 2.656

【支出】 (単位・千円)

経 E里 区 分 当期予算額 前期予算額 増減 備考

I事業活動による収支 718，686 724，567 ム 5，881

1 人件費支出 528，256 537，188 ム 8，932

2事業費支出 144，727 142，787 1，940 

3 事務費支出 34，253 33，094 1，159 

4 就労支援事業支出 3.396 3.566 ム 170

5 助成金支出 6，742 6，564 178 

6 負担金支出 1，312 1，368 ム 56

E施設整備収支 18，003 17，296 707 

E その他の活動による収支 50.595 48.077 2.518 

支出合計額 787，284 789，940 ム 2.656
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令和元年度 社会福祉法人須坂市社会福祉協議会予算総括表
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一一一一一【収入】 (単位干円)

経 E里 区 分 当期予算額 前期予算額 増減 備考

I事業活動による収支 742β19 741，440 1，379 

1会費収入 11，140 11，116 24 

2寄付金収入 580 580 。
3経常経費補助金収入 80，520 81.118 ム 598

4受託金収入 102，884 100，738 2.146 

5事業収入 4，809 5，149 ム 340

6介護保険事業収入 507，559 509，593 ム 2，034

7就労支援事業収入 3，396 3，566 ム 170

8障害福祉サービス等事業収入 28，345 25，984 2，361 

9受取利息配当金収入 2，814 2，777 37 

10その他の収入 772 819 1'-，. 47 

E施設整備収支 。 。 。
Eその他の活動による収支 33，907 31.198 2，709 

前期末繰越金より 10，558 17，302 ム 6，744

収入合計額 787，284 789，940 ム 2，656

【支出】 (単位干円)

経 E里 区 分 当期予算額 前期予算額 増減 備考

I事業活動による収支 718，686 724，567 1'-，. 5，881 

(1)地域福祉事業 176，905 175.156 1，749 

法人運営事業 56，945 56，008 937 

2 広報啓発事業 3.243 3.274 ム 31

3 支部活動等支援事業 5，150 4，974 176 

4 地域福祉事業 9，279 8，969 310 

5 高齢者福祉事業 5，395 4，640 755 

6 障がい児者福祉事業 557 1，300 ム 743

7 生活支援事業 43，372 41，792 1，580 

8 老人福祉センター事業 50，899 52.134 ム 1，235

9 共同募金配分金事業 2，065 2，065 。
(2)在宅介護事業 357，613 365，915 ム 8，302

10 介護運営事業 30，077 29，525 552 

11 居宅介護支援事業 41.852 45.802 ム 3.950

12 訪問介護事業 54，468 60，365 ム 5，897

13 通所介護事業 200，929 201，803 1'-，. 874 

14 訪問入浴介護事業 10，812 10，630 182 

15 在宅福祉サービス受託事業 19，475 17，790 1，685 

(3) 施設介護事業 160，616 158，650 1，966 

16 地域密着型特別養護老人ホームぬくもり園 160，616 158，650 1，966 

(4)障がい福祉事業 23，552 24，846 ム 1，294

17 指定障害福祉サービス事業所ぶどうの家 23，552 24，846 1'-，. 1，294 

E施設整備収支 18，003 17，296 707 

Eその他の活動による収支 50，595 48，077 2，518 

総計 ( 1事業活動による収支J+(II施設整備収支J+(illその他の活動による収支〕計 787，284 789，940 1'-，. 2，656 
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平成30年度 事業報告書

※市指定=今須坂市からの指定管理事業

※市受託=今 須坂市からの受託事業

I地域福祉推進事業

1.基盤強化と地域福祉活動の推進

(1)理事会・評議員会等の開催

ア監査会 (5月 25日 社会福祉協議会会議室)

平成 29年度 事業報告及び一般会計収入支出決算等について

イ第 166回理事会 (6月 1日 社会福祉協議会会議室)

平成 29年度 事業報告、一般会計収入支出決算等について

ウ第4回評議員選任・解任委員会 (6月 4日 書面決議)

評議員の選任について

エ第 109回評議員会 (6月 15日 シルキーホール)

平成 29年度 事業報告、一般会計収入支出決算等について

オ第 167回理事会 (12月 18日 社会福祉協議会会議室)

平成 30年度 一般会計収入支出補正予算、会長及び常務理事の業務執行状況について

カ第 168回理事会 (3月 11日 社会福祉協議会会議室)

評議員候補者の選任について、平成 30年度 一般会計収入支出補E予算、

平成 31年度 事業計画、一般会計収入支出予算等について

理事・監事候補者の選定について

キ第5回評議員選任・解任委員会 (3月 12日 書面決議)

評議員の選任について

ク第 110回評議員会 (3月 19日 シルキーホーノレ)

平成 30年度一般会計収入支出補正予算、理事の選任、平成 31年度事業計画、

一般会計収入支出予算等について

(2)財源基盤の確立

ア基本財産 1，000，000円

イ社会福祉協議会会費

会費種類 30年度(円) 29年度(円)前年度比例)

普通会員会費 (1世帯 500円)

篤志会員会費 (1口2，000円)

特別会員会費 (1口5，000円)

f仁》1、 計

ウ基金及び積立額

基金・積立金名称

福祉基金

敬愛(ボランティア)基金

法人運営積立金(財政調整基金)

立公 ^ 三L
'I'IC.'仁1 ロl

6，827，107 6，852，995 99% 

1，145人 2，290，000 2，375，000 96% 

233人 1，820，000 1ラ357，000 134% 

川 37，間; 町制95i 103% 

29年度末額(円) 30年度増減(円) 30年度末額(円)

141，956，697 I 1，446，462 143，403，159 

220ヲ000，000! 5，000ラ000 225ヲ000，000

32，708，572 ! O 32，708ヲ572

419ヲ665，269 6，446ヲ462 426，111，731 
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エ 寄付金・ 寄付物品及び使途

・法人運営 金品寄付 11件 5，814，403円

物品寄付 12件

・介護運営 金品寄付 2件 80，000円

物品寄付 44件

(3)支部活動の支援

ア社協 12支部事業推進の為、支部活動費の交付

イ役員研修視察

交付額 2，919，000円

5 月 9~ 1O日 視察先:石川/金沢市 ・加賀市 ・小松市 新潟県/糸魚川市

区長会研修視察と共催

(4)苦情解決システム・第三者委員会の開催

ア 苦情受付件数

苦情の内容

①職員の接遇に関するもの

②提供しているサービスに関するもの

③事故 ・被害 ・損害に関するもの

④その他(運転マナー)

合計

イ 第三者委員会の開催 3月 5日

ウ第三者委員 大日方延男氏中里信子氏

2.広報・啓発活動の推進

件数

3件

1件

O 件

2件

6件

(1)広報紙「助け合い起こしすぎかJ発行 毎月発行発行部数 19，000部 全戸配布

(2) r社協要覧」発行 7月発行 発行部数 950部役員 ・関係機関等へ配布

(3)社協ホームページ・社協情報プログの運営管理 随時更新 ブ、ログ 120件掲載

(必第67回長野県社会福祉大会共催(主催長野県社協・県共同募金会)

9月 12日 塩尻市レザンホール 表彰 ・実践発表 ・講演他

-長野県社会福祉協議会会長表彰 社会福祉功労者

細井 洋子民生児童委員様 津玉子民生児童委員様

・長野県共同募金会会長表彰 募金ボランティア

高津龍一民生児童委員様 山浦姐弘民生児童委員様 須坂市聴覚障害者協会様

(5)第37回ふれあい広場開催

10月 13日メセナホール 約 2，000人

概 要 ・障がい者の社会参加とボランティアの輪を広げることを目的に、ボランティア連絡協議

会を含む約 80団体の実行委員会を中心に開催する市民の福祉祭り

-福祉施設の自主製品の販売、作品展示、企業協賛大抽選会、バザー、くじ引き、ステー

ジショー等実施

・実行委員会4回、スタッフ会議8回

3.助け合い起こし支援事業

(1)助け合い推進会議の開催(会員58人)

ア 役割 須坂市地域福祉活動計画「助け合い起こし」に基づき、助け合いのまちづくりを進める

活動を企画し実施してし、く 。また、計画の実行状況の把握も担う。
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イ 構成員 一般公募の住民のほか市内の関係機関 ・団体 ・施設等広く参加を呼びかけ組織

ウ助け合い推進会議 年2回

活動計画を 2つのテーマに分け、 2つの部会として計画実行が進められた

・各部会は、随時開催

エ 県内市町村社協他視察の受け入れ 1団体

(2) 第四回助け合い推進大会「テーマ『助けて!~と言ってみようその一言で助け合いがは

じまる・・・」の開催支援(主催助け合い推進会議)

2月 9日 メセナ小ホール

概 要 ・助け合い推進貢献者(地域の中の 「世話焼きさんJI助けられ上手さんJI助け合い

のグループ」の活動者 ・団体)等の表彰

-講演会 「大原敬子with坂ちゃんの

「話せば変わる 子育て家庭の話j

~地域で子育て家庭の悩みを話しま show!~ 

講師幼児教育研究大原敬子先生 ・フリーパーソナリティ 坂橋克明氏

(3) Iこころ・つなぐ・助け合い」事業(住民参加型助け合い支援事業)

・有償サービスを活用した地域の助け合いによる日常生活の支援(外出、通院、ゴミ出し、見守

り等)をする事業

(必住民参加による地域福祉事業

ア新 ・地域見守り安心ネッ トワーク事業推進

-平成 19年度より行政も一緒になり、在宅の一人暮ら しや寝たきり高齢者、高齢者夫婦世帯、

障がい者世帯等の不測の事故を未然に防止するため、地域の見守りと災害時での避難体制作り

を区が主体となり対策会議及びネットワーク組織表 ・地図の作成への協力

会議費助成金 469，000円 (67町区策定 ・1町区 7，000円)※市受託

イふれあいサロン(気軽な楽しい集まり)立ち上がり状況 ※市受託

-マジック、アコーデイオン、ハーモニカ、腹話術など、地域住民によるアトラクションを実施

ウ「助け合い情報」発行 様々な助け合いの情報 ・各サロン発の情報交換を行う

(5)すざか助け合い推進センター活動

“住みやすい福祉のまち須坂"実現のための拠点とし、また、誰もが気楽に立ち寄れるお茶飲

み場と して開放

アすざか助け合い推進センターの管理運営

月平均 101人利用

イ 隠れた芸術家発見 ・個人作品展を社協事務所玄関ロビーに随時展示

(6)地域生活支援事業

ア各地区役員会総会等で福祉懇談会 社協各支部 ・地区民協等において実施

イ 社協支部主催ひとり暮らし老人等交流会食会 10支部 10回開催 参加者 721人 ※市受託

※この他に、対象者を広げた(高齢者全般)独自会食会を 2支部実施。

ウ 民協地域福祉活動推進事業 民協活動支援の為の活動推進費の交付

10地区交付額 109，500円
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4.ボランティア活動推進事業

(1)ボランティアセンターの運営

ア ボランティアの登録、斡旋、相談、需給等のコーディネート(連絡調整)

イボランティア情報の発信。広報紙「助け合い起こしすざか」にボランティア情報を掲載

ウ 福祉ボランティアセンターの管理運営 ※市指定

月平均 28団体、 209人利用

月 日Ij 4 5 6 7 

利用団体数 31 31 26 29 

利用人 員 223 221 180 190 

(2)ボランティアの育成・研修事業

ア 市民向けボランティア講座

8 9 10 11 

23 33 31 31 

160 230 213 214 

12 1 2 3 言十 前年度 育革開室主ヒ

24 24 27 37 347 321 108% 

180 208 222 274 2，515 2，233 112% 

ボランティアをはじめたいと考えている住民を対象としたボランティア入門講座を開催する事業

実施日 | 場所 |受講者 | 概要

9月 14日， • •• ...". I .... I Iアロマハン ドトリートメント」
| 社協会議室 |延 21人 |

28日.-.... ~ • ~... - l' --~. . I 講師:介護アロマセラピス ト堀内美貴氏

イ 福祉施設体験教室サマーチャレンジボランティア ※市受託

高校生以上を対象に、夏季榊院を活用し樹止施設、ボランティア団体等でボランティア体験を推進する事業

実施日 | 場所 | 参加者 | 概要

福祉施設・病院 施設イベントの手伝い

7月23日""'8月31日|保育園 |延 186人 |院内清掃・院内デイケアへの参加

ボラ団体等 園児との交流等

ウボランティ ア保険等加入促進

保険種類 加入件数 加入者人数

[ボランティア活動保険】

[ボランティア行事用保険]

[福祉サービス総合補償】

[ふれあいサロン傷害補償]

[送迎サービス補償]

[社協の保険]

エボランティア団体育成及び活動費補助

補助金 220，000円 (7団体)

オ 災害ボランティア派遣事業 ※市受託

98件 延

65件 延

7件 延

O 件 延

4件 延

1件

東日本大震災等被災地支援のためボランティアを派遣する事業

実施月 活動日数 場所 参加者(延べ)

9月 3日 南=陸町 20人(60人) 農業支援等

5月 2日 13人(26人)

1，203人

3，239人

1，440人

O人

400人

概要

郡山市
12人(24人)

仮設住宅で交流紙芝居等
11月 2日

合計 9日

--------
45人(110人)

(3)ボランティア連絡協議会の活動推進

加入団体 70団体 市内ボランティア者数 3，407人

ア ボランティア連絡協議会総会(代議員会)開催

4月 24日 出席 39団体委任状 18団体欠席 13団体

イ ボランティア連絡協議会運営委員会開催 (年 11回開催)
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ウ 「須坂カッタカタまつり」への参加 (連名ふれあい連)

7月 21日 参加者 82人

エ ボランティア市民活動交流集会

実施日 場所 参加者 概要

第 1部ボランティア活動発表

第 2部『脳と体にやさしい椅子ヨガ講座』
シルキー

12月 15日
ホール

120人 ~楽しく脳と体の疲れを癒しボランティア活動~

ヨーガ療法士、シナプソロジーインストラクター

青木芽里氏

オ ステップアップ研修会 (ボラ連運営委員ふれあいスタッフ職員)

概要

アートカフェ CoCo見学体験 (施設内インフルエンザ流行の為中止)

5.高齢者福祉対策事業

(1)須坂市自立生活特別支援事業 ※市受託

-自立した日常生活の継続に必要な、介護保険法による給付等では対応できない生活援助、身体介

護等を行う事業

対象者:介護保険非該当でおおむね 65歳以上の高齢者及びその家族で特別な生活支援が必要と

認められるもの

月 1llJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度 前年度比

利用者 2 。1 1 。O 。。。O 。O 4 5 80% 

利用回数 9 。1 5 。O 。。。O 。O 15 23 65% 

時 問 6 。1 5 。O O 。。O 。O 12 23 52% 

(2) 脳げんき教室 ※市受託

-認知症、閉じこもり、うつ予防への支援が望ましい高齢者に対し、脳活性化訓練フ。ログラムを提

供し、重症化防止と脳機能の維持活性化を図る事業

開所日・一 週 1回 開催場所・ー老人福祉センターくつろぎ荘

利用料・ー 1回 250円

月 日iJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度 前年度比

開所日数 3 4 4 5 3 4 4 4 4 4 4 3 46 46 100% 

登録者数 9 8 8 10 10 9 9 8 6 5 5 6 93 119 78% 

延利用者数 24 26 26 46 27 29 30 27 22 17 20 18 312 397 79% 

(3)生きがい活動支援通所事業(生きがいデイサービス) ※市受託

-介護保険非該当で、家に閉じこもりがちなおおむね 65歳以上の一人暮らし及び高齢世帯等の方

を対象に、老人福祉センターでレクリエーション等を通し交流を図る事業

開所日一 週 3回 開催場所・ー老人福祉センターくつろぎ荘

利用料… 1回 750円(昼食 ・教材費 350円、利用料 400円)

月 月IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度 前年度比

開所日数 16 16 17 16 16 14 17 17 15 15 15 16 190 191 99% 

登録者数 35 35 36 37 37 39 40 40 38 36 37 34 444 447 99% 

延利用者数 122 121 136 125 131 121 144 149 127 114 115 118 1，523 1，499 102% 
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(必福祉移送サービス事業(リフト付き車両による送迎)

-家庭において通院等の外出が困難な高齢者および障がし、者の外出を支援する事業

利用対象者… 介護度 2以上及び日常生活自立度B以上または、身体障者手帳 1種 1級及び1種 2

級の下肢障がい、視覚障がい、体幹機能障がい、峰の原高原に居住する要支援・要

介護者

利用内容… 在宅福祉サービス提供施設への通所・入退所、医療機関への通院・入退院

運行範囲ー・ 市内および、須坂市を発着地とし長野市・中野市・小布施町・高山村

利用料金一・ 一回につき 2kmまで 300円、以降 5km毎に 100円の加算

月別

利用回数

(5)食の自立支援事業 ※市受託

-おおむね 65歳以上の高齢者等で、虚弱、心身の障がい、傷病等の理由により食事の調理が困難

な方に、配食サービスを行い栄養の偏りがちな食生活の改善を図り、併せて安否確認を行う事業

利用料… 1食 410円(おかずのみ 360円)

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度 前年度比

利用人員 108 109 110 104 104 113 114 118 112 105 109 109 1，315 1，382 95% 

配食数 え使B 3，101 3，183 3，l21 3，11肪 3帰1 3，377 3，257 3，1紛 3，出2 2，811 3，回4 37，273 37，596 99% 

1日平均昼食品食、夕食 59食

(6)在宅介護者リフレッシュ事業 ※市受託

-在宅介護者の心身リフレッシュを目的に宿泊又は日帰り形式により介護者相互の交流等及び介護

や障がいの制度に関する相談会を行う事業

実施日 | 場所 概要

7月 11日 湯っ蔵んど 講演・介護者同士の交流

11月 7日 |上田市別所温泉 14人|温泉でリフレッシュ・交流

(7)いきいき外出事業

・介助がなければ外出できない身体に障がいのある方、介護が必要な高齢者の方、なかなか外出

機会のない方を対象に、花見等のお出かけを支援する事業

実施日 場所・内容 参加者 実施日 場所・内容 参加者

4月 13日 お花見・松代城 8人 9月 20日 木島平・ダリア園 8人

4月 26日 飯山・菜の花公園 6人 9月 26日 木島平・ダリア園 8人

4月 27日 飯山・菜の花公園 8人 10月 3日 紅葉狩り・米子大j暴布 6人

5月 31日 中野・パラ公園 9人 10月24日 安曇野・大王わさび農場 13人

7月 5日 上越市立水族博物館 22人 11月 15日 佐久・びんころ地蔵尊 17人

7月 12日 上越市立水族博物館 20人 合計 実施回数 11回 延 125人

(8)一人暮らし高齢者安心コール事業 ※市受託

-一人暮らし高齢者に対し、ボランティアからの電話により、定期的なコミュニケーションを図る

とともに安否確認も行う事業

週 2回火・木実施 利用者 57人 月平均 203回
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-ボランティアと利用者との交流会 6月6日 老人福祉センターくつろぎ荘参加者65人

(9)すえひろハイツ高齢者住宅生活援助事業 ※市受託

-高齢者が安全で住みやすく楽しく生き生きと暮らしていくため、朝夕の安否確認及び日常生活

上の相談や援助をする事業

・シルバーハウジング入居者 18戸 19人 相談援助実績 22件

生活指導相談 |安否確認の訪問|一時的家庭援助|関係機関へ連絡| 家族との連携

o 0 1 14 7 

-ふれあいサロンの開催 11回 参加者延 54人

-緊急システム作動 17回 [電話対応 1 回・水センサ~5 回・誤報 11 回]

(10)生活支援サービス体制整備事業 ※市受託

・「生活支援コーディネーター」を設置し、困りごとを地域で助け合う仕組みづくりをして

いく事業 (月 1回地域包括支援センター会議に出席し連携)

6.障がい者福祉対策事業

(1)重度心身障がい児(者)入浴サービス事業 ※市受託

月 別 4 リ~ 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度 前年度比

人 貝 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 30 24 125% 

利用回数 10 12 10 11 10 8 12 16 14 13 14 13 143 117 122% 

(2)重度心身障がい者「希望の旅」事業

・公共交通機関を利用して外出や旅行が困難な重度の障がい者を対象に、旅行を通じて人との交流

東京都
10 月 20 日 ~21 日| | 11人 I 12人 |上野公園・東京ディズニーランド等

方面

(3)重度障がい者等料理教室 ※市の障がい者生活訓練講座との共同開催

-重度の障がいにより調理の機会が少ない方が、ボランティアとの交流を通し、調理の楽しさや

障がいの程度に応じた調理方法等を学び、生活の充実を図る事業

実施日 | 場所 |参加者| 概要

10月 23日 11月 7日 |保健センター l

(母重度障がい者介護者への歳末激励金

-激励金額 330，000円 対象者66人 (一人 5，000円交付)

7.母子・父子家庭福祉対策事業

(1)サンタクロース派遣事業

・ボランティアがサンタクロースに扮し、子どもたちに夢と希望を届け、健やかに成長することを

願い、地域で子どもを育てる環境をつくる事業

実施日 | 場所| 参加者 |ボランティア 概要

12月 24日 |市内 18世帯 13人 1人|子どもにプレゼントを手渡す

(2)親子のつどい事業

・母子・父子家庭を対象に、東京ディズニーランドへ日帰り旅行を実施 16世帯 40人参加
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8.子育て支援事業

(1)共働き世帯対象長期休み子育て支援事業

・共働き世帯の子育て支援事業として、長期休みを利用し、子ども達の育成と福祉への関心を高め

ることを目的とする事業

実施日 場所 参加者 *ランラーィ、ア 概要

8月9日 f主久ハイウェイオアシス 小学生 45人
6人

クラフト体験、 竹田リブ卜

「パラダ」 保護者 3人 アスレチック、昆虫学習館

紙芝居

3月27日 笠鉾会館ドリ ムホル 小学生 16人 3人 繭ストラリ。、 アートゲーム

パフェデ、コづくり

(2)養育支援訪問事業 ※市受託

・養育支援が必要な家庭にホームヘルパーが訪問し、家事または身体介助の支援をする事業

H30年 3月人員:1人 利用回数 :8回 時間 :7時間 30分

H29年度実績無

9.福祉教育推進事業

(1)福祉教育推進ネットワーク会議

・市内小・中・高校、福祉施設及び地域のボランティア団体等の連携を図る事業

実施日 場所 参加者 概要

5月 15日 社協 16人 小中高校の福祉教育担当教員へ情報提供・意見交換

会議室 講演「共に生きる」

講師木暮恒男氏(視覚障がい者) 盲導犬ハリー君

(2)社会福祉普及校指定及び活動費補助

補助金額小学校2校、中学校2校、高校 1校総額 128，000円

(3)小中学生ボランティア体験教室(全6回)

・小学生 (5・6年生)・中学生を対象に、体験をとおして社会のつながりに気づき、感動し、共感

し、連帯することのできる人間性を育むことを目的とする事業

実施日 場所 登録者 参加者・ 概要

7 月 ~12 月 社協、市内保育園、普願 36人 延 198人 保育園体験、普願寺宿泊

寺、メセナホール¥長野 体験、イベント出j古障が

盲学校、仁礼コミュニテ い者スポーツ交流、国際

ィーセンター 学習など

(4)福祉ボランティア体験出前講座

・学校や地域の依頼により、体験講座の相談、講師派遣の調整、用具貸出を行う事業

ア講師の派遣要請の調整 17件

内容 件数 内容 件数 内容 件数

車いす体験 4 高齢者疑似体験 3 絵手紙体験 2 

アイマスク体験 1 視覚障がい者学習 3 聴覚障がい者学習 2 

ゴールボール 2 

機材名 機材名

車イス アイマスク ゴールボール
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10.総合相談所の開設

(1)法律相談(すざか女性未来館相談室)実施状況

ア相談員 :弁護士、専任相談員

イ開設日 :第 2 ・ 4 木曜日午後 1 時~4 時(事前予約制)

相談利用者数

相談事項 1 2 3 4 5 6 7 

生 耳哉 二t 仁3士~ 結 高住 財
f也 産
と4と¥T 中日

計 業 屋 族 立昏 長普 続

取扱件数 1 リ同 18 5 1 24 41 

処 解 決 1 3 15 5 1 21 38 

理
市陸 品売 1 2 2 2 

状
況 他機関 1 1 1 1 

(2)須坂市総合相談推進セミナーの開催

実施日 場所 参加者

2月 20日 須坂市中 民生児童委員等

央公民館 119人

(3)ふれあい福祉相談(まいさぽ須坂)

ア相談員相談員 4人

153人 (男 59人9 女 94人)

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

メ斗L¥」 事 I肖 健 近 LZ 右肩 +仁+←5" 司二
メ口〉、 日IJ 日IJ

てマ了

年度銭 費 康 霊童 年
青 安 の

貸 生 医 タ》 計 度 比
f日 故 活 療 隣 勾三 t11: d情 疋~ 他

21 1 6 1 10 1 18 15.3 127 1笈努も

18 6 10 1 15 134 116 115.% 

1 1 1 10 5 京臨も

2 1 】ワ 9 6 1説"も

概要

内容問題提起・ク、、ルーフL討議

テーマ 地域共生社会の実現に向けた“我が事"“丸ごと"

の推進

講師 山崎博之 氏(長野県社会福祉協議会主任)

-事例報告

1 まいさぽ須坂との連携事例(東海林文子民生委員)

E 福祉事務所につながった事例(勝山ひろみ民生委員)

III 高齢者福祉課につながった事例(宮下由紀子企画主事)

-演習「地域課題の解決に向けてJ(18ク、、ループ)

イ 開催日 月曜日~金曜日 午前9時~午後 5時

中目 内相談 内 生 耳鼓 土 家 。耳、ー口ト 再住 員オ 金 事 J自 健 近 L日 福ー 苦 不 そ

談 男 女 再
地 産

銭 費
康 童

性 十生 . . 青 r瓦~一色 σ〉
事 相 相 中日 家 十日

貸 生
医 少

談
項 者 者 談 計 業 屋 族 婚 立骨 続 イ昔 故 活 療 隣 年 祉 d情 上i上E寸' {也

計 96 40 56 15 7 6 5 28 3 10 ・2 1 3 4 8 1 2 3 13 

前年度 69 23 46 13 3 3 リ同 21 1 2 2 5 1 2 2 リ同 1 6 10 

ウ専門家とネットワークによる連携 長野県司法書士会須坂分会 宮津智史氏

ω生活困窮者自立支援事業 ※市受託
-生活の悩みや経済的困りごとを抱える人に対して、相談員が一緒に考え課題を整理しながら生活の

立て直しゃ、就労など自立に関する相談などを行う事業

相談件数

前年度
項目/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 前年度

比

相談者数(月日IJ) 66 60 52 75 60 60 74 79 82 85 80 78 851 624 136% 

*うち新規相談者 12 14 10 4 10 9 7 11 円 13 10 11 118 103 114% 

延相談回数 227 243 175 205 209 200 308 288 252 317 234 328 2，986 2， 359 126% 
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O 100 200 300 400 500 600 700 800 

l医療・保健・福祉サービス

2病気・健康・障がい支援

3住まい

4生活保護の相談

5貸付相談

6税・家賃滞納等相談

7継続的な家計相談

8衣食等の現物支援

9就労支援(一般)

10就労支援(障害)

11中間的就労

12就労準備支援

13職業訓練、資格取得 I0 

14仕事上の悩み相談 j2 

15地域との関係調整

16家族関係・人間関係

17子育て・介護相談

18引きこもり・不登校

19プラン・ケース検討 H4 

20その他 (一一一一千一一一一千 214

403 

204 

a
t
E
E
E
B
E
E
t
 

Fb
 

Q
A
 

749 

-相談、支援結果(平成 30年度の実数)

項 目 件数 備 考

継続中 相談、支援継続中 149 

1 生活状況の改善 22 収入増や生活環境の改善

2 他機関紹介 10 須高地域総合支援センタ一等

3 相談・助言 8 相談助言で解決
終了者

中断 相談の中断4 16 

5 終了 18 死亡・転居等の終了

6 生活保護へのつなぎ 11 生活保護受給へ

計 234 

(5)その他、事業関係会議・研修

①支援調整会

①支援調整会議の実施(隔月開催の定期会議及びプランに応じての随時開催)

.支援計画の内容に関する協議及び検証につv、て

・支援計画に基づく支援内容の検証及び、評価について

定期会議偶数月の第3木曜日 7回

随時会議 O回

②パンフレット等の作成配布

-まいさぽ須坂広報パンフレットの配布(行政関係及び民生委員)

・まいさぽ須坂紹介カードの配布(民生委員)

-まいさぽ須坂紹介ポスターの配布(行政関係)
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(6)被保護者就労支援事業 ※市受託

-被保護者からの就労支援に関する相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を行う事業を実施し、被

保護者の自立促進を図る

相談件数

項目/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 前年度 前年度比

相談者数(月別) 7 11 10 11 10 7 10 8 8 9 14 12 117 99 118% 

*うち新規相談者 1 2 5 10 50% 

延相談回数 15 34 62 64 58 48 53 48 38 37 43 51 551 296 186% 

-相談・支援結果、就労開始した者 一般就労のべ 12人

11.援護事業

(1)生活福祉資金・総合支援資金の貸付状況

-低所得者世帯、高齢者世帯、障がい者世帯を対象に自立生活のための資金を貸付する事業

資金種類 貸付件数 貸付残高

教育支援資金 35件 25，214，810円

福祉資金 41'牛 1，434，640円

更生資金 2{牛 534，395円

緊急小口資金 13件 712，540円

離職者支援資金 1件 400，640円

総合支援資金 10件 1，754，570円

J口h、 計 65 {牛 30，051，595円

-相談件数 170件(前年 152件) ・貸付金額2，845，000円(前年 1，291，100円)

-新規貸付件数 11件(教育支援資金 1、緊急小口資金 7、福祉資金2、総合支援資金 1)(前年4件)

(2)日常生活自立支援事業・金銭管理財産保全サービス事業

福祉サービス利用に関わる契約やお金の出し入れ、通帳等の預かり等を支援する事業

日常生活自立支援事業

(認知症高齢者・知的及び精神障がい者対象)
契約件数26件 新規 3件

金銭管理・財産保全サ ビス

(外出困難者対象)
契約件数0件 新規 1件

(3)福祉車両移送サービス(車両貸出)事業

-車いす利用者で家族が運転する方にリフト付きの福祉車両の貸出事業

利用回数 198回(市内への外出 110田 市外への外出 88回) 前年度 217回

(母福祉機器貸与事業

. 1週間程度の貸与を無料で行う事業

機材名 ;延貸出回数| 機材名 ;延貸出回数| 機材名 ;延貸出回数

車いす 119回 | 歩行器 6回 | 杖 1回

前年度実績車いす 134回歩行器 3回

(5)火災等被災世帯への見舞金交付等

-被災世帯に対し、共同募金配分金から見舞金 H30年度は無

-被災世帯 O件

社協会費から見舞金・布団一式(世帯人数分)H30年度は無

日赤長野県支部から毛布(世帯人数分 H30年度は無

解約 5件

(後見へ2件)

解約 2件
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12.結婚相談事業 ※市受託

平成26年 10月より結婚相談事業開始

(1)成婚者 計 12組(結婚相談所4組、婚活パーティ 3組、長野県マッチングシステム 5組)

(2)結婚相談所の運営

①結婚相談日 平日 9:00~16:00、第 1 ・ 3 日曜日 9:00~12:00

②結婚相談員 3人

③結婚相談所運営状況 O登録者数平成 30年度末 94人(男 55人、女 42人)

・相談者数 (人)

-お見合い調整数

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

お見合い希望数 29人 94人 100人 66人

お見合い実施数 12人 23人 30人 19人

カッフ。/レ成立数 6*且 10車E 1高且 8高且

④相談員定例会

相談員同士が把握している登録者の情報について共有を図るため、定例会を行った

(3)婚活セミナー&パーティの開催

①婚活セミナー&パーティ「男と女のおもしろ心理学」

講師本城稔氏 (附IBP総合研究所代表取締役所長)

〔第 1回〕男女別婚活セミナー

と き 7 月 8 日(日)女性 10:00~12:30、男性 13:30~15:30

ところ 権堂イーストプラザ市民交流センター

参加者男性 11人、女性 21人

〔第 2回〕男女別婚活セミナー

と き 7 月 29 日(日)女性 10:00~12:30、男性 13:30~15:30

ところ 権堂イーストプラザ市民交流センター

参加者男性 13人、女性 18人

〔第 3回〕男女合同セミナ一、交流会

と き 8 月 26 日(日)セミナー13:00~15:00、交流会 15:30~19:00

ところ ホテル国際 21

参加者セミナ一男性 23人、女性 21人

交流会 男性 25人、女性 21人、カップ。ノレ成立数 12組

参加費 男性2，000円、女性l， 000円(交流会参加費、セミナーは無料)

②アクティブコン ln北信州

86人

21人

6高且

内 容 中野市と山ノ内町が当番となり、中野市 l会場、山ノ内町2会場の計 3会場で地域色

豊かなイベントを実施

とき 9月 30日(日) 10:15~16:00 

〔イベント1]志賀高原ハイキング

ところ 志賀高原木戸池~信大植物園まで、のハイキング

参加者 男性 18人、女性 16人計 34人 カップ。ノレ成立 7組

参加費 男性5，000円、女性 3，000円

〔イベント 2J北志賀高原 SORAterraceとそば打ち体験

ところ 北志賀高原竜王ホテルタガワ

参加者 男性20人、女性 18人計 38人 カッフ。ノレ成立 10組

参加費 男性6，000円、女性 3，500円

〔イベント 3Jシャインマスカット狩りとボルダリング
ところ マスニ農園(中野市)

参加者 男性 14人、女性 18人計 32人 カッフ。ル成立 3組

参加費 男性7，000円、女性4，000円



― 31 ―

③「男と女のおもしろ心理学JXすざか婚活2018Iすざかがつなぐ赤い糸j

〔男女別セミナー〕

とき 11月4日(日)

女性 10:00""' 12: 00・男性 13:00""' 15: 00 

ところ ]A長野県ピル〔長野市〕

参加者 男性 16人、女性 12人計 28人

〔交流パーティ〕

とき 11月 11日(日) 13: 30""'17: 00 

ところ ホテル国際 21 [長野市〕

参加者 男性 25人、女性 16人 カップ。/レ成立 8組

④婚活セミナー&パーティ「すざかがつなぐクッキングコンj

内容 婚活セミナー講師若井 )1恒子氏(若井結婚センター所長)

参加者同士でクッキングをしながら交流を深めた

3月 10日(日) 10: 00""' 16: 00 

デコレット・ルームズ〔長野市〕

男性 11人、女性8人カッフ。ル成立 6組

とき

ところ

参加者

(4) rながの結婚マッチングシステム」の運用
長野県内で、結婚を希望される皆様にご登録いただきデータ化し検索、お見合いを行うことによ

り、出会いの場を提供する事業(運営者:長野県)

①登録者数 55人(男 25、女 30) (人)

男性 女性 計

H27年度末 21 15 36 

H28年度末 40 32 72 

H29年度末 25 30 55 

H30年度末 32 33 65 

②お見合い調整数
、
、
』
ノ旺

/
主
刈(
 

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

お見合い希望数 16 149 235 294 443 

お見合い実施数 3 37 44 46 55 

カップ。ノレ成立数 O 3 1 2 5 

13.共同募金事業

-民間の社会福祉の活動の支援、地域の助け合い・支え合いの啓発

.長野県共同募金会須坂市共同募金委員会事務局

(1)会務の運営

ア 須坂市共同募金委員会運営委員会 (6月 1日・ 3月 11日)

イ監査会 (5月 25日)

ウ 須坂市共同募金委員会審査委員会 (3月5日)

(2)運動の実施 10月 1日""'12月 31日を運動期間として実施し、終了後長野県共同募金会へ

9，343，062円を送金しました。

(3)実績と内訳 目標額 9，767，000円実績額9，343，062円 (95%)

(29年度実績額 9，332，995円)

戸別募金 7，416，906円 法人募金 1，013，500円 職域募金 386，563円

( 536社) (15事業所)

学校募金 142，665円 街頭募金 75，378円 団体募金等 308，050円

(16校) (6ヶ所)
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(4)感謝状 高額寄付者への感謝状の贈呈

-県知事感謝状 富士通コンポーネント(株)様

-県共同募金会長感謝状 須坂市役所職員一同様 オリオン機械(株)工友会様

須坂市連合婦人会様 総合福祉施設須坂やすらぎの園様

(5)共同募金の配分事業 平成 30年度地域福祉活動事業配分決定額 6，357，995円

-社会福祉団体・ボランティア活動費他助成事業 14団体 540，000円

・民間保育園・障がし、者施設の施設整備補助事業 17施設 1，010，000円

・社協支部活動費 12支部 1，600，000円

-社協事業への配分 ふれあい広場へ 350，000円、広報紙・要覧作成 1，700，000円他

(6)安心安全なまちづくり活動支援助成事業(長野県共同募金会広域配分事業)

・目録贈呈式 4月 24日 社会福祉協議会会議室

-配分団体 北横町・坂田町自主防災会・高畑町・沼目町・田の神町・福島町・下八町・望岳台

計1.594.000円

14. 日本赤十字社事業

-日本赤十字社事業の推進、赤十字思想、の普及等

.日本赤十字社長野県支部須坂市地区事務局

(1)東日本大震災・県北部地震・熊本地震災害義援金等の募集窓口設置

義援金額 東日本大震災 36，951円(累積額 40，206，509円)

熊本地震災害 87，449円(累積額 2，855，422円)

平成 30年大阪府北部地震災害 34，097円

平成 30年 7月豪雨災害 1，020，881円

平成 30年北海道胆振東部地震災害 281，458円

・市内公共施設等に義援金箱を設置 (市役所・メセナホール・中央公民館・社協等)

・街頭義援金募集 7月 21日 すざかカッタカタまつり 9，935円

11月 3日 須坂市銀座通りうまいもん市 4，079円

3月 24日 須坂市蔵のまち春まつり 5，522円

(2)日赤活動資金募集目標額 目標額 6，873，000円 実績額 5，839，193円 (84%)

(3)日赤協力者増強運動の一環として会員加入の推進

法人協力社453社、個人協力者 1，822人(内:新規加入78人)(前年法人 469社個人 1，941人)

(必救急法等各種講習会の開催

炊出し講習会8回、健康生活支援講習会 1回(前年炊出し 9回 健康等講習会2回)

(5)赤十字奉仕団の育成と団活動の推進

-赤十字奉仕団名簿の作成

-正副分団長会議の開催 7月 7日 須坂市北部体育館参加者62人

(6)一日赤十字(体験)事業開催

-赤十字について、災害時の赤十字奉仕団の役割、炊き出し訓練、健康生活支援講習会

7月 7日 須坂市北部体育館参加者 156人

(7)献血運動の推進

ア地区別実績表採血者総数 172人 (前年 162人 106%) 

鶏回目 支主陥 採血者数 実抱月日 支主陥 採血者数 鶏回目 支主陥

5月17日 南部 26人 9月25日 豊丘 3人 2月5日 西部

5月24日 社協 9人 9月25日 仁礼 8人 2月18日 両 甫

採血者数

6人

21人
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

6月11日 旭ヶ丘 6人 11月20日 社協 6人 3月10日 日 里子 57人

7月 6日 井上 8人 11月26日 中目 森 1人

8月 3日 上・東部 9人 1月24日 豊排| 12人



― 33 ―

15.須高地区事業

(1)更生保護の活動支援

ア須高地区保護司会 会員 32人 (内須坂市 22人)

イ 「第 68回社会を明るくする運動j

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラづくりを推進する運動

-社会を明るくする運動募金実績1.009.975円 (内須坂市 725.914円)(1世帯 50円〉

(前年 1，029点07円前年比 98%)

・須高地区作文コンテストの実施及び表彰応募総数小学校 45点(内須坂市 41点)

中学校 180点(内須坂市 166点)

ウ 更生保護女性会の活動支援会員 83人(内須坂市 49人)

(2)上高井招魂社例大祭の支援

-例大祭 5月 15日 参加者数 遺族会 29人(須坂市 15・小布施 8・高山 6)

E 老人福祉センターの管理運営

1.老人福祉センター永楽荘の運営

(1)月別利用実績

伊ぐ!!4 5 6 7 8 
開館日数 24 24 26 25 26 

9 10 11 12 1 2 3 計

23 26 24 23 23 23 25 292 

前年度

293 

前年

度比

99% 
-・・.............................................................-・・.......................-・・........................ -・・.........................-・・........................-・・........................ -・・........................ -・・.........................-・・........................-・・........................ -・・........................ -・・.........................-・・........................-・・............................. -・・...............................-・・................................

延利用人員 1，687 1，433 1，449 1，440 1，371 1，288 1，561 1，578 1，517 1，263 1，522 1，847 17，956 16，900 106% 

内団体利用人員 694 529 531 585 535 485 625 639 564 461 519 807 6，974 6，098 114% 

内入浴者数 940 839 849 780 759 715 857 881 894 732 942 948 10，136 10，167 99% 

健康相談 10 15 14 16 リw 17 16 15 17 11 15 17 168 211 79% 

(2)入浴料金 1，767，900円 (前年 1，677，100円 前年比 105%)

(内訳:100円券 155人、 200円券 8.759人<団体>300円券 2人、無料1.220人<障害者手帳所

持者>合計 10，136人)

(3) 健康相談 毎月第 1・4火曜日 168人 (前年 211人)

(4)サークル活動 (22ゲトプ)

書道、童謡、軽体操 (5ゲトブ)、陶芸、手芸、囲碁、将棋、麻雀 (5ゲトプ)、

カラオケ (3グループ)、その他 (3グループ)

(5)永楽荘利用の市シニア連会議

評議員会 2回 健康体育祭実行委員会 1回理事会・代表幹事会 6回

女性部研修会 1回 広報委員会 1回 役員会 6回

人権同和学習会 1回

(6)昼食忘年会 12月 11日 利用者 88人参加(前年 78人)

(7)修繕工事の状況 (10万円以上)ア 入浴施設循環ポンプ緊急修繕 270，000円

(8)マイクロパス市内巡回送迎 (原則として毎週火・金曜日)

147回利用人数 2.247人(1回平均 15人)
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2.老人福祉センターくつろぎ荘の受託運営 ※市指定

(1)月別利用実績

忌ぐ!!
開館日数

延利用人員
-・・..................................................................

くつろぎ、荘
-・・..................................................................

仁礼コミュニティ
-・・..................................................................

内入浴者数

健康相談

利用団体数

くつろぎ荘

{二礼コミュニティ

4 

24 

2，777 
-・・.....................

1，8田
-・・.....................

884 
-・・..................... 

1，lffi 

19 

5 6 7 

24 26 25 

2部5 2，782 2，520 
-・・.....................-・・........................-・・....................... 

1，689 1，制】8 1，553 
-・・.....................-・・........................-・・....................... 

876 974 967 
-・・..................... -・・........................ -・・....................... 

開1 1，077 回4

28 13 7 

8 9 10 11 12 

26 23 26 24 23 

2，11侃 2，7(J7 3，328 2，7:田 2，703 
-・・.......................-・・.....................-・・.......................-・・.....................-・・........................ 

1，391 1，797 1，mJ 1，777 1，759 
-・・....................... -・・..................... -・・.......................-・・..................... -・・........................ 

775 910 1，338 1，016 944 
-・・.......................-・・..................... -・・.......................-・・..................... -・・........................ 

849 972 1，0マ8 1，112 1，141 

15 14 24 21 25 

1 2 

23 23 

2，7:田 3，321 
-・・.....................-・・........................

2，046 2，084 
-・・..................... -・・........................ 

737 1，237 
-・・..................... -・・........................ 

1，282 1，224 

1 18 

(2)入浴料金 l， 940， 600円 (前年 2，093， 100円 前年比 92%)

3 計 前年度
前年

度比

25 292 293 99% 

3，285 33，730 33，α当日 102% 
-・・.......................-・・..............................-・・.................................-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l

2，231 22，018 21，255 103% 
-・・.......................-・・..............................-・・.................................-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l

1，白4 11，712 11，781 99% 
-・・.......................-・・..............................-・・.................................-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・l

1，371 13，187 14;382 91% 

13 198 251 78% 

(内訳:100円券 2，456人、 200円券 8，475人、 300円券 O人、無料 2，256人(障害者手帳所持者)

合計 13，187人)

(3)健康相談 毎月第2・3火曜日 198人 (前年 251人)

(4)サークル活動 (14クラブ)

さわやか貯金教室(体操)くつろぎ会(軽体操)・楓クラブ(軽運動)・健康体操の会(健康体操

の普及)・さわやかクラブ(体操)・さわやかもみじ会(軽体操)・たのしいリズムとヨガ(健康

体操)・ピンポンクラブ(卓球)・卓球同好会(卓球)・月曜ラージクラブ(卓球)・夏にれ卓球(卓

球)・すずなり会(卓球)将棋クラブ(将棋)・長寿会(麻雀)

(5)脳若トレーニング 6月 6日"-'8月 1日 全 8回 延人数 103人(前年 83人)

(6)卓球教室 2月 23日"-'3月 30日 全 5回延人数 48人 (H30新規事業)

(7)施設開放 (6町合同文化祭に合わせて行った 10月 27日(土)

(8)修繕工事の状況 (10万円以上)

ア マイクロパス後方確認カメラ取付 134，028円

イ マイクロパス後部修理 107， 028円

ウ 障害者トイレ便座改修工事 117，612円

エ ガス貯湯式湯沸器取替設置工事 245， 000円

オ ボイラーの循環ポンプ漏水修理 140，400円

カ 給湯 2次側配管漏水修理 115，560円

キ 空調用温水ストレーナ-6カ所清掃 137，160円

(9)マイクロパス市内巡回送迎(原則として毎週月曜日)

7回利用人員7人 (9月"-'12月まで実施)
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E 介護保険事業の経営
1.訪問介護事業

月

・ホームヘルパーが家庭を訪問し、身体介護や生活援助等を行い、可能な限り自立した日常生活を

営むことができるよう支援することを目的に行う事業

-介護予防対象者には、要介護状態になることを防ぐ目的により家庭での日常生活を支援する事業

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 365日24時間体制

(2)サービス提供実績

ア訪問介護 月平均一・約 1，357件 (28年度より総合支援事業開始)

別 4 リw 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 直下再度 前年度比

開所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 365 100% 

車前
利用者数 54 54 54 リwリw 55 54 60 65 63 62 65 65 706 703 100% 

利用件数 1，048 1，081 1，043 1，034 1，032 921 1，035 1，090 1，171 1，070 976 1，142 12，643 13，776 91% 

延時間 691 720 690 692 段。 633 721 736 771 719 669 769 8，500 9，347 90% 

利用者数 56 58 59 60 削 59 56 58 55 53 51 51 676 655 103% 
立肝公心、

利用件数 291 326 322 341 332 303 327 
2と口〉、

323 292 260 255 274 3，646 3，4開 104% 

延時間 289 325 322 340 332 303 328 324 292 260 256 274 3，645 3，734 97% 

利用件数合計 1，339 1，407 1，365 1，375 1，364 1，224 1，362 1，413 1，463 1，330 1，231 1，416 16，笈ゆ 17，245 94% 

1日平均件数 45 45 46 44 44 41 44 47 47 

(3)研修実績

5月 職業倫理及び法令尊守(プライバシー保護)について

9月 高齢者・障がし、者の虐待、身体拘束について

11月 交通事故の発生状況と防止対策について

43 

3月 1年の振り返り・リスクマネジメント係より 1年間の報告

2.訪問入浴介護事業

44 46 

13人参加

17人参加

12人参加

21人参加

44 47 93% 

・家庭の浴室での入浴が困難な人を対象に、簡易浴槽を自宅に持ち込み、入浴サービスを提供し、

心身の機能の維持・改善を図り、可能な限り自立した日常生活を営むことができるように支援す

る事業

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 月曜日から金曜日 (12/31~ 1I3 を除く)・ 9:00~17:00

(2)サービス提供実績

ア訪問入浴介護 月平均一・約 64回

月別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 両手醍比

開所日数 20 23 21 22 23 20 23 22 20. 20 20 21 255 245 104% 

利用者数 18 19 19 18 17 16 15 17 15 13 13 13 193 238 81% 

利用件数 71 77 73 82 79 58 60 61 58 48 50 51 768 883 86% 

1日平均件数 4 3 3 4 3 3 2 3 3 2 3 2 2 4 50% 

3.通所介護事業(デイサービスセンターぬくもり園・デイサービスセンターすえひろ)
定員各40人

・日帰りで入浴、食事等の生活支援や機能回復のためのレクリエーション等を行い、介護予防・総合

支援事業対象者には、要介護状態になることを防ぐ目的に運動機能向上訓練等を行う

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 月曜日から日曜日 (111~ 113 を除く)・ 8:45~17:15

(2)サービス提供実績 (28年度より総合支援事業開始)

アぬくもり園 一日平均…26人利用(介護 23人・総合 3人)
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月 矧l 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 自下舟渡 官栴麗七

開所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 28 28 31 362 362 1α院も

介 利用者数 72 74 76 73 79 80 84 79 81 83 79 81 941 905 103% 

言要 手|聞{牛数 610 666 665 695 690 695 740 740 770 690 683 745 8，389 7，625 11mも

総 利用者数 15 16 19 21 21 21 20 22 23 20 20 22 240 164 146% 

l口L 手|聞{牛数 83 92 的 107 100 104 111 108 110 89 87 113 1，203 965 124% 

手|聞イ牛数合計 693 758 764 802 790 799 851 848 880 779 770 858 9，592 8，590 111% 

1日平均件数 23 24 25 26 25 27 27 28 28 28 28 28 26 24 108% 

(1)行事・レクリエーション

4月 お花見 7月 夏祭り 9月敬老会 10月運動会 12月 忘年会、クリス

マス会 1月 新年会 2月 節分、バレンタインデー企画

その他 手作りおやつ(季節毎)、菜園作業、プランタ一花植え手入れ、父母の日企画、

小学生との交流、誕生日カードプレゼント(随時)等

(2) 研修実績

4月 業務内容、係分担の確認 24人参加

6月 実際の介護事故とヒヤリハットから、今後のケアを考える 20人参加

11月 今後のぬくもり園を考えよう~利用者満足の為には?

選んでもらえる施設にするには?自分たちは何をすれば良いのか?"-' 20人参加

3月 高齢者虐待防止について、介護技術研修(送迎時の介助について 21人参加

(3) 地域連携活動

11月 村石町長寿会訪問 認知症についての講演と手指の運動(ことぶきと合同)

村石町文化祭へ利用者作品提供(展示)

社協高甫支部視察(事業説明)

イ すえひろ ※市指定 一日平均一26人利用(介護 21人・総合 5人)

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 自下舟渡

開所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 28 28 31 362 362 

介 手|問者数 76 79 74 76 73 74 82 82 78 76 72 72 914 894 

言要 利用件数 656 681 639 660 644 644 698 686 675 593 556 635 7，767 7，405 

総 利用者数 25 27 26 27 29 30 27 28 29 29 29 31 337 318 

i口k 手|聞{牛数 152 168 153 158 181 172 179 178 179 149 150 168 1，987 1，987 

利用件数合計 加8 849 792 818 825 816 877 部4 854 742 7侃 803 9，754 9，392 

1日平均件数 27 27 26 26 27 27 28 29 28 27 25 26 26 26 

(1)行事・レクリエーション

4月お花見 8月夏祭り 9月敬老会 10月運動会 11月菊花展

制審七

1α弗も

102% 

104% 

105% 

1α弗も

103% 

1α"も

12月 クリスマス会 1月 新年会 その他手作りおやつ・季節の花植え・節分他

季節ごとの変わり風呂(ゆず、りんご、槍、菖蒲)

(2) 研修実績

4月 業務マニュアル・送迎方法の確認

6月 ご利用者用個人記録の見直し

7月 地震・避難訓練(利用者と合同実施)

12月 高齢者・障がい者の虐待と身体拘束研修

(3) 地域連携活動

随時:末広ハイツ高齢居住者からの生活相談

23人参加

17人参加

35人参加

19人参加
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4.認知症対応型通所介護(デイサービスセンターことぶき) 定員 12人
(1)サービス提供日及びサービス提供時間 月曜日から日曜日(111~ 113を除く)・ 8:45""'17:15
(2)サービス提供実績

アことぶき(認知症) 一日平均一・約 7人利用

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 自下舟渡

開所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 28 28 31 362 

利用者数 22 23 21 24 24 22 23 23 24 22 24 21 273 

利用件数 197 211 1叩 222 228 219 228 208 233 208 1叩 却5 2，539 

1日平均件数 7 7 6 7 7 7 7 7 8 7 7 7 7 

(3)行事・レクリエーション

4月 お花見・人形博物館見学(雛人形 5月 人形博物館見学(武者人形)

7月夏祭り 9月敬老会 10月運動会 11月菊花展

12月 忘年会・クリスマス会(カレンダープレゼント 1月 新年会

その他 毎月手作りおやつ・野菜作り・花苗植え付け・節分

随時 お誕生日カードプレゼント

ω研修実績
4月 社協職員としての職業倫理及び法令遵守について 7人参加

緊急時の対応(施設内・送迎時)

7月 緊急時の対応(再度研修 8人参加 12月感染症について 7人参加

(5) 視察・地域連携等活動

11月 村石町長寿会訪問認知症について説明する

5.居宅介護支援事業

362 

283 

2，547 

7 

制審七

1α"も

96% 

99% 

100% 

-要介護者状態の高齢者等の心身の状況、環境、希望等を把握し、居宅サービス計画(ケアプラン)

の作成、サービス提供事業者との連絡調整及び申請代行等を行う事業

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 月曜日から土曜日 (12/30~ 1I3 を除く)・ 8:30""'17: 15 

(2)サービス提供実績

ア 居宅介護支援 1人平均…約 38件介護支援専門員 2.1人体制(前年は 3人体制)

月 日IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 高栴度 高栴度比

開所日数 25 27 26 26 27 25 27 26 25 24 24 26 308 309 99"10。
介護保険件数 65 64 63 61 64 70 65 68 70 73 71 72 8侃 1，136 70% 

介護予防件数 5 5 5 6 5 6 6 6 6 5 6 6 67 129 51% 

グ活軒f庁マネジメント 8 10 9 9 9 8 8 7 7 6 7 6 94 117 80%。

合計件数 78 79 77 76 78 84 79 81 83 84 84 84 967 1，382 69% 

1人平均件数 37 38 37 36 37 40 38 39 40 40 40 40 38 38 1∞% 

イ ぬくもり園居宅介護支援 1人平均一約 36件 介護支援専門員 6人体制

月 引l 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 育相喪 開場七

開所日数 25 27 26 26 27 25 27 26 25 24 24 26 308 309 使W。

介護保険件数 191 190 185 186 180 178 177 185 171 171 170 168 2，152 2，118 101% 

介護予防件数 25 25 25 25 24 24 25 24 25 25 24 23 294 350 84~も

グ議仔傍vネジメンl、 13 12 12 12 14 14 14 12 11 11 12 12 149 161 9~も

合計件数 229 227 222 223 218 216 216 221 207 207 206 203 2，595 2，629 98% 

1人平均件数 38 38 37 37 36 36 36 37 35 35 34 34 36 37 97% 

-中重度の利用者や地域包括支援センターから紹介された支援困難ケースに対し、積極的に取り組

んでいる。
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6.地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護事業・短期入所生活介護事業

(地域密着型特別養護老人ホームぬくもり園)

地域密着型介護老人福祉施設 定員29人・短期入所生活介護定員9人

-家庭的な雰囲気の中で、地域や家族との結びつきを重視し、常に介護が必要な方に、入浴や食事

などの日常生活上の支援や機能訓練、療養上の世話などを行う事業

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 365日24時間体制

(2)サービス提供実績

ア 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 (要介護 3~ 5) 

月別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

聞所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 

薄明者数 28 29 28 26 29 29 28 29 29 

利用件数 770 875 807 799 853 840 849 842 881 

1日平均件数 26 28 27 26 28 28 27 28 28 

イ 短期入所生活介護 (要支援 1~2 ・要介護 1 ~ 5) 

月日IJ 4 5 6 

開所日数 30 31 30 

訴Ij用者数 34 29 31 

利用件数 279 247 281 

1日平均件数 9 8 9 

(3)行事・レクリエーション

①行事

7 

31 

34 

285 

9 

8 9 10 11 12 

31 30 31 30 31 

34 32 41 35 37 

249 240 261 256 254 

8 8 8 9 8 

1 2 

31 28 

29 29 

885 768 

28 27 

1 2 

31 28 

35 38 

260 256 

8 9 

3 計

31 365 

29 342 

890 10，059 

29 27 

3 言十

31 365 

29 組9

266 3，134 

9 9 

4月 お花見会 5月 開所記念日 7月 花火大会 9月 敬老会 10月 運動会

前年度 前年度比

365 100% 

344 99% 

10，107 99% 

28 96% 

前年度 前年度比

365 100% 

323 126% 

3，067 102% 

8 112% 

11月 焼き芋大会 12月 クリスマス会 2月ふれあい動物園 3月 ハローアニマル動物交流

②外出

買い物喫茶庖 フローラルガーデン 山田温泉足湯 カッタカタ祭り 24時間テレビ食事会

動物園 もも狩り りんご狩り どんど焼き芝宮(節分)

③地域交流

須坂エクササイズ csネットワーク長野(車いすダンス) メセナ少年少女合唱団
須坂市消防団第8分団ラッパ隊村石町育成会(子供みこし)

ω研修実績
4月 新人職員研修会

5月 身体拘束・高齢者虐待防止研修会

(須坂市研修伝達研修 なぜ虐待や身体拘束が起こるのか)

6月 感染症対策研修会

(ユニット内キッチンでの衛生管理、排せっ物、 H匝吐物の管理)

7月 事故防止対策研修会(排世介護における事故防止)

9月 身体拘束・高齢者虐待防止研修会(不適切な介護とは)

10月 事故防止対策研修会(傷ゃあざはなぜできるのか)

11月 感染症対策研修会(高齢者の口腔内の問題)

(5)視察・地域連携等活動

①運営推進会議開催(年6回開催)

6人参加

16人参加

30人参加

29人参加

32人参加

犯人参加

33人参加

テーマ ・食事について -職員研修について -ボランティアの活動について

②11月社協高甫支部訪問

③村石町文化祭 高甫地区文化祭へ共同作品出展
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W 障害者総合支援法に基づく事業の経営

(1)居宅介護事業

-障がい者を対象に、ホームヘルパーが家庭を訪問し、食事や排世などの日常生活上の介護や調理や

洗濯等の生活援助を行う事業

月 月IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度 前年度比

人 員 35 37 36 35 35 33 .34 32 31 33 31 32 404 369 109% 

利用回数 225 209 211 229 227 220 256 274 266 259 240 251 2，867 2，380 120% 

時 間 219 213 216 230 225 214 236 234 227 213 208 212 2，647 2，412 109% 

(2) 移動支援サービス事業

・移動が困難な人に、自立した日常生活や社会参加のため外出時の介助などの支援を行う事業

月 月IJ 4 リ~ 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

人 員 6 4 リ~ リ回 5 5 7 4 2 2 4 1 50 17 294% 

利用回数 12 9 13 11 12 10 14 7 3 2 5 1 開 24 412% 

時 間 12 9 13.5 17.5 14.5 11.5 18 7.5 3.5 3.5 7 1 118.5 39.5 300% 

(3)相談支援事業

-障がい児・者の心身状況、生活環境等を把握した上で、適切な医療や福祉サービスを総合的かっ効率

的に提供されるように利用計画を作成する事業

月 日リ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 計 前年度 前年度比

計画相談
1 2 1 1 1 3 1 。3 1 3 18 23 78% 

支援件数

障害児相談 。。1 。。1 。。。。。1 3 5 60% 
支援件数
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V 指定障害福祉サービス事業所 「ぶどうの家」 ※市指定

1. 利用状況(H31.3.31現在) 一日平均利用者数 8.4人

登録者男性 7人 女性 6人 計 13人

平均年齢 男性 53.4歳 女性 43.0歳 全体 48.6歳

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十(延) 前年度 前年度比

開所日数 20 23 21 22 21 19 23 21 20 20 20 20 250 250 100% 

登録者数 16 16 16 16 16 16 16 16 16 15 15 14 188 198 94% 

通所実人員 15 14 15 14 15 14 14 14 13 12 12 12 164 177 92% 

一日平均数 9.8 8.2 8.7 8.9 9.2 9.0 8.5 8.6 7.9 7.8 7.1 7.5 8.4 9.4 90% 

2. 体験通所者・見学者・実習生等の受け入れ

-体験通所 1人

3. 作業内容

-企業の下請け作業

(ベットフード類のセットアップ・フリーズドライ製品試食用のセットアップ)

・受託清掃作業 (市保健センター・市防災活動センター・公衆トイレ[新町・太子町]・塩野浄水場管理棟

トイレ・社協事務所・特養ぬくもり園)

・自主製品 (お娃・コーヒー・しおり人形・根付け・お手玉・膝細工かご作り等)

夏冬の斡旋販売時の商品の新規開拓、販路拡大に努めたほか、積極的にイベントへ出屈しコーヒーを

中心に販売した。お抵の常設販売先での定着が進んだ。一方、利用者の衛生面の意識向上にも取り組んだ0

・単発的な作業(えびす講用笹札つけ、赤い羽根冊子貼り付け、メセナ花時計植栽)

団体等へ働きかけ、前年同様の作業を請け負うことが出来た。

・工賃向上計画の作成、新規事業の契約等、工賃アップに取り組んだ。

4. 行事等

• 9月 ふれあい祭り(地域交流) • 10月 研修旅行(日帰り・長瀞利用者8人職員 5人参加)

• 2月 感謝のつどいはインフルエンザ流行のため中止

• 3月 精神保健福祉セミナー参加(利用者・職員研修として 利用者 7人職員 4人参加)

. RCT(リフレツ、ンュ・カノレチャータイム) 月 1回 レクリエーション活動

-土曜日開所日は、余暇活動としてドライブ等を実施。 作業活動で、は出匝販売等を中心に行った。

5. ボランティア等の受け入れ
-団体在宅看護職の会、あすなろの会 計 2団体

-個人 (毎月)藤細工、(随時)庭木の聾定・手入れ、作業手伝い、畑で野菜作り等

.日滝地区保健補導員(ふれあい祭り手伝し、)
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(自)平成30年 4月 1日(至)平成31年 3月31日

勘定科目

会費収入
寄附令収入

経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入

介護保険事業収入

就労支授事業収入

障害福祉サービス咋事業収入
受取手Ij息、配当金収入

その他の収入
事業活動収入計(l)

人件費支出

事業費支出

事務費支出

就労支援事業支出

助成金支出
負担金支出

その他の支出
事業活動支山計(2)
事業活動資金収支差額(3)二(1)-(2) 

施設整備等収入計(4)

設備資金借入金冗金償還支出

固定資産取得支出
ファイナンス・リース債務の返済支出

その他の施設整備等による支出

施設整備等支庁I計(5)
施設整備等資金収支差額(6)= (4) -(5) 

基金積寸:資崖取崩収入

その他の活動による収入
その他の活動収入計(7)

基金積立資屋支出
その他の活動による支出

その他の活動支出計(8)
その他の活動資金収文;差額(9)二(7)-(8) 

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11)ニ(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高(12)

当期ボ支払資金残高(11)+(12)

予算

11， 116， 000 

5，580，000 

81， 118， 000 

101， 564， 000 
5，256，000 

512，260，000 

九， 566，000

26，484，000 

3，555，000 

819， 000 
751，318，000 

550，913，000 

H1， 168， 000 

33，296，000 

3，566，000 

6，554，000 

1， 368， 000 
3， 758， 000 

743，653，000 

7，665，000 

。
16，868，000 

237， 000 

647，000 

428， 000 

18， 180， 000 

ム18，180，000
10，000，000 

16，584，000 

26，584，000 

16，447，000 
16，878，000 

33，325，000 

ム6，741，000。。
ム17，25日， 000

17，302，000 

46， 000 

決算

10，937，107 

5，894，403 

73，544，273 

95，904，501 
5，514，783 

507，316，261 

3，820，356 

25，051， 612 

3，668，398 

1，826，516 
733，478，210 

511，128，162 

129， 125， 303 

27，454，051 

3，818，873 

6，174，200 

1，333，702 
3，756，845 

682，791，436 

50，686，774 

O 

16，709，400 

236， 520 

646， 704 

427，680 

18，020，304 

ム18，020，304
10，000，000 

16，581， 451 

26，581， 451 

16，446，462 
15，463，161 

31，909，623 

ム5，328，172

27，338，298 

249，670，889 
277，009，187 

(単位円)

差異

178，893 

ム314，403
7，573， 727 

5，659，499 
ム258，783 
4，943，739 

ム254，356
1， 432， 388 

ム113，398
ム1，007，516
17，839，790 

39，811，538 

15，012，697 

5，841，949 

ム252，873
379，800 

34，298 
1，155 

60，861，564 

ム43，021， 774 

。
158，600 

480 

296 

320 

159，696 

ム159，696。
2，549 

2，549 

538 
1， 414， 839 

1，415，377 

ム1，412，828

。
ム44，594，298

ム232，368，889
ム276，963，187
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収入金額
支出金額
差引額

【収入】

勘 r厄ムー， 科 目

総言十 I事業活動+II施設整備+IIIその他の活動計
I事業活動による収支

1 会費収入

1社協会費収入

2寄付金収入

1寄付金収入

3経常経費補助金収入

1国・県補助金収入

1園・県補助金収入

2市補助金収入

1社協運営費補助金収入

2福祉のまちづくり推進事業補助金収入

3希望の旅事業補助金収入

4永楽荘運営費補助金収入

5福祉移送サービス事業補助金収入

6母子父子家庭親子の集い補助金収入

3共同募金配分金収入

1一般募金配分金収入

2火災援護金配分金収入

4その他の補助金収入

4受託金収入

1市受託金収入

1訪問入浴サービス事業受託金収入

2助け合い起こし支援事業受託金収入

3自立生活特別支援事業受託金収入

4生きがいデイサービス事業受託金収入

5食の自立支援事業受託金収入

6在宅介護者リフレッシニL事業受託金収入

7くつろぎ荘指定管理者受託金収入

8ぶどうの家指定管理者受託金収入

9安心コール事業受託金収入

10福祉ボランティアセンタ一指定管理者受託金収入

11助け合い起こし支援関連事業受託金収入

12両年齢者住宅等安心確保事業受託金収入

13介護予防支援業務委託金収入

14移動支援サービス事業受託金収入

15災害ボランティア派遣事業受託金収入

16養育支援訪問事業受託金収入

17結婚相談事業受託金収入

18生活困窮者自立支援事業受託金収入

19介護予防ケアマネジメント受託金収入

20脳げんき教室受託金収入

21生活支援基盤整備事業受託金収入

22その他の受託金収入

789，821，810 円
762，483，512 円
27，338，298 円

予算額① 決算額② 増減②一①

825，733，000 789，821，810 ム 35，911，190

751.318.000 733.4 78.210 !::" 17.839.790 

11.116.000 1 0.937.1 07 ム 178，893

11，116，000 10，937，107 ム 178，893

5.580.000 5.894.403 314.403 

5.580.000 5.894.403 314.403 

81.118.000 73.544.273 ム 7.573.727。 。 。
。 。 。

74.286.000 66.512.583 ム 7.773.417

45.203.000 41.078.667 ム 4，124，333

4.199.000 3.933.759 ム 265.241

300.000 300.000 。
18.770.000 16.434.735 ム 2，335，265

5，354，000 4，513，422 ム 840，578

460.000 252.000 ム 208.000

6，508，000 6，357，995 ム 150，005

6.458.000 6.357.995 ム 100.005

50.000 。 !::" 50.000 
324.000 673，695 349，695 

1 01.564.000 95.904.501 ム 5.659.499

99.551.000 93.892.425 ム 5，658，575

1.712.000 1.711.250 ム 750

4.783.000 4.771.046 !::" 11.954 

2.000.000 2.000.000 O 

1 0.483.000 10.483.000 。
11.562.000 1 0.691.892 ム 870，108

336.000 190.615 ム 145.385

29.686.000 29.686.000 。
4.000.000 4.000.000 O 

557.000 457.047 !::" 99.953 

186.000 186.000 O 

1.268.000 1.087.923 ム 180.077

2.143.000 2.143.000 。
2.280.000 1.567.300 ム 712.700

237.000 236.500 !::" 500 

600.000 600.000 O 

32.000 31.040 ム 960

2.697.000 2.351.983 ム 345.017

18，989，000 17，035，590 ム 1，953，41 0 

1.172.000 1.067.718 ム 104.282

1.256.000 1.237.000 !::" 19.000 

3.364.000 2.149.521 ム 1，214，479 

208.000 208.000 。

(単位:円)

備考
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勘 疋F品『 科 目 予算額① 決算額② 増減②一① 備考

2県受託金収入 1.513.000 1.512.076 ム 924

11生活福祉資金貸付事業受託金収入 851，000 850，800 ム 200

12日常生活自立支援事業受託金収入 662.000 661.276 ム 724

3事務受託金収入 500.000 500.000 O 

11日赤須坂市地区事務受託金収入 200.000 200.000 O 

1

2保護司会事務受託金収入 300.000 300.000 O 

5事業収入 5.256.000 5.514.783 258.783 

1参加費収入 844.000 780.660 l::" 63.340 

2利用料収入 4.399.000 4.726.300 327.300 

3その他の収入 13.000 7.823 ム 5.177

6介護保険事業収入 512.260.000 507.316.261 ム 4，943，739

1施設介護料収入 101，542，000 102，825，063 1，283，063 

2居宅介護料収入(介護報酬収入) 216.281.000 214.018.555 ム 2.262.445

3居宅介護料収入(利用者負担金収入) 25.334.000 25.777.466 443.466 

4地域密着型介護料収入(介護報酬収入) 30.120.000 30.110.635 ム 9，365

5地域密着型介護料収入(利用者負担金収入) 3.528.000 3.753.772 225.772 

6居宅介護支援介護料収入 47.400.000 44.440.900 ム 2，959，100

7介護予防・日常生活支援総合事業収入 27.744.000 29.306.829 1.562.829 

8利用者等利用料収入 60.311.000 57.083.041 l::" 3.227.959 

7就労支援事業収入 3.566.000 3.820.356 254.356 

1就労支援事業収入 3.566.000 3.820.356 254.356 

8障害福祉サービス等事業収入 26.484.000 25.051.612 ム 1.432，388

1自立支援給付費収入 26，371，000 24，914，758 ム 1.456，242

2利用者負担金収入 113.000 136.854 23.854 

9受取利息配当金収入 3.555.000 3.668.398 113.398 

1受取利息配当金収入 3.555.000 3，668，398 113.398 

10その他の収入 819.000 1.826.516 1.007.516 

1受入研修費収入 44.000 107.480 63.480 

2退職給付引当資産差益 O 

3雑収入 775.000 1.719.D36 944.D36 

E施設整備等による収入 O 。 O 

Eその他の活動による収入 57.113.000 56.343.600 ム 769.400

前期末支払資金残額 17.302.000 O ム 17，302，000
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【支出】 (単位円)

経 E里 区 分
予算額① 決算額② 増減①一②

拠点区分 サービス区分 事業名

総計 I地域福祉+n在宅介護+m施設介護+w障がい福祉計 825，733，000 762，483，512 63，249，488 

地域福祉事業 232.158.000 213.699.964 18.458.036 

①法人運営事業 107.893.000 101.913.288 5.979.712 

(1)法人運営事業 81.960.000 75.993.917 5.966.083 

(2)地域福祉コーデ、イネーター設置事業 7，528，000 7，517，656 10，344 

(3)敬愛基金運営事業 17，188，000 17，185，212 2，788 

(4)福祉基金運営事業 1，217，000 1，216，503 497 

②広報啓発事業 3，247，000 2，595，552 651，448 

(5)広報啓発事業 3，247，000 2.595.552 651，448 

③支部活動等支援事業 4，899，000 4，670，435 228，565 

(6)支部事業強化推進事業 2.963.000 2，919，000 44.000 

(7)民協地域福祉活動推進事業 110，000 109，500 500 

(8)交流会食会事業 350，000 316，300 33，700 

(9)ふれあいサロン事業 993，000 854.589 138，411 

(10)地域見守り安心ネットワーク事業 483，000 471，046 11，954 

④地域福祉事業 8.300.000 7.295.136 1.004.864 

(11)ふれあい広場事業 919，000 808，067 110，933 

(12)市民向けボランティア講座事業 36，000 35，658 342 

(13)小中学生ボランティア体験教室事業 274，000 257.975 16，025 

(14)高校生ボランティア講座事業 7，000 587 6，413 

(15)ボフンァィア交流研修会事業 92.000 81.998 10.002 

(16)晶校生社会人施設体験事業 84，000 75.634 8.366 

(17)災害ボランティア派遣事業 600，000 600.000 O 

(18)ボフンナイアセンタ一運営事業 3，620，000 3，357，188 262，812 

(19)福祉ボランティアセンター運営事業 186，000 150，263 35，737 

(20)研究集会等補助事業 63，000 62，700 300 

(21)福祉教育推進ネットワーク会議事業 34，000 33，500 500 

(22)助け合い推進大会事業 722.000 711.578 10.422 

(23)助け合い推進会議事業 111.000 68.025 42.975 

(24)助け合い支援ワー力一事業 711.000 595，785 115，215 

(25)親子の集い事業 495.000 269，977 225，023 

(26)共働き世帯支援事業 346，000 186，201 159，799 

⑤高齢者福祉事業 4，640，000 3，168，505 1，471，495 

(27)安11)コール事業 609，000 507，847 101，153 

(28)いきいき外出事業 331，000 320，522 10.478 

(29)在宅介護者のつどい事業 336，000 190，615 145，385 

(30)須坂市生活支援基盤整備事業 3.364.000 2.149.521 1.214.479 

⑥障がい児者福祉事業 1.330.000 1.310.591 19.409 

(31)重度障害者料理教室事業 24.000 16，571 7，429 

(32)力ッタカタまつり事業 106，000 97.000 9，000 

(33)希望の旅事業 1，200，000 1，197，020 2，980 
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【支出】 (単位円)

経 E里 区 分
予算額① 決算額② 増減①一②

拠点区分 サービス区分 事業名

⑦生活支援事業 42，497，000 38，201，675 4，295，325 

(34)心配ーと相談事業 1.591.000 1.523.565 67.435 

(35)生活福祉資金貸付事業 851，000 850，800 200 

(36)日常生活自立支援事業 956，000 681，837 274，163 

(37)金銭管理財産保全サービス事業 97，000 46.586 50，414 

(38)福祉移送サービス事業 5，754，000 5，007，422 746，578 

(39)食の自立支援事業 11.562.000 10.691.892 870.108 

(40)結婚相談支援事業 2，697，000 2，363，983 333，017 

(41)生活困窮者支援事業 18，989，000 17，035，590 1，953，410 

⑧老人福祉センター事業 52，134，000 47，833，133 4，300，867 

(42)永楽荘運営事業 20，427，000 18，224，235 2，202，765 

(43)くつろぎ荘運営事業 31，707，000 29，608，898 2，098，102 

⑨共同募金配分事業 7，218，000 6，711，649 506，351 

(44)高齢者福祉事業 248.000 247.762 238 

(45)障がい児・者福祉事業 1.331.000 1.270.020 60.980 

(46)児童・青少年福祉事業 957，000 647，201 309，799 

(47)住民全般福祉事業 4，632，000 4，546，666 85.334 

(48)援護事業 50，000 O 50，000 

E 在宅介護事業 389，047，000 357，561，143 31，485，857 

①介護運営事業 30，395，000 28.233.936 2，161，064 

(49)介護運営事業 30，395，000 28，233，936 2，161，064 

②居宅介護支援事業 47.523.000 40.870.622 6.652.378 

(50)居宅介護支援事業 17，303，000 10，947，145 6，355，855 

(51)ぬくもり園居宅介護支援事業 30，220，000 29，923，477 296，523 

③訪問介護事業 66，669，000 53，755，069 12，913，931 

(52)訪問介護事業 59，319，000 46.788.833 12，530，167 

(53)指定居宅介護サービス事業 7.350.000 6.966.236 383.764 

④通所介護事業 209.818.000 201.724.147 8.093.853 

(54)デイサービスセンターぬくもり園事業 92，831，000 92，532，043 298，957 

(55)デイサービスセンターことぶき事業 28，039，000 26，975，196 1，063，804 

(56)デイサービスセンターすえひろ事業 88，948，000 82，216，908 6，731，092 

⑤訪問入浴介護事業 11.025.000 10.275.969 749.031 

(57)訪問入浴事業 11，025，000 10，275，969 749，031 

⑥在宅福祉サービス受託事業 23，617，000 22.701.400 915，600 

(58)生きがい活動支援通所事業 12.301.000 11.430.499 870.501 

(59)脳げんき教室 1，256，000 1，237，000 19，000 

(60)晶齢者住宅等安心確保事業 2，143，000 2，143，000 O 

(61)須坂市自立生活特別支援事業 5，891，000 5，866，401 24，599 

(62)訪問入浴サービス事業 1，789，000 1，787，500 1，500 

(63)移動支援サービス事業 237，000 237，000 O 

E 施設介護事業 179，205，000 172，619，086 6，585，914 

①地域密着型特別養護老人ホームぬくもり園事業 179，205，000 172，619，086 6，585，914 

(64)特養ぬくもり園運営事業 179，205，000 172，619，086 6，585，914 

W 障がい福祉事業 25，323，000 18，603，319 6，719，681 

①指定障害福祉サービス事業所ぶどうの家事業 25，323，000 18，603，319 6，719，681 

(65)指定障害福祉サービス事業所ぶどうの家事業 25.323.000 18.603.319 6.719.681 
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(単位:判)

勘定科 日 当年度決算 前年度決算 増減

会費収益 10，937，107 10，581，995 352， 112 
寄附金収益 5，894，403 6，432，000 ム537，597 

収 経常経費補動金収益 73，544，273 76，075，817 ム2，531，544
受託金収益 95，904，501 94，340，768 1，563，733 

事業収益 5，514，783 5，220，719 294，064 

サ 益 介護保険事業収益 507，316，261 498，614，610 8，701， 651 
就労支援事業収益 :3， 820， :356 4， :320， 758 ム500，402

ピ 障害福祉サービス等事業収益 25，051，612 30， 463， 370 ム5，411，758
A サービス活動収益計(l) 727，983，296 726，053，037 1， 930， 259 
活 人件費 518，831，745 528，965，295 ム10，133， 550 
動 事業費 129，125，303 134， 114， .500 ム4，989，197 
増 賓' 事務費 27，454，051 29，598，093 ム2，144，042 
減 就労支援事業費用 3，818，873 4，320，433 ム501，560 
ぴ〕 助成金費用 6，174，200 6，185，535 ム11， 335 
音信 負担金費用 1， 333， 702 1，212，944 120， 7Fi8 

出 基金組入額 16，446，462 6，823，965 9，622，497 

i成価償却費 11，773，158 11，263，552 509，906 
国庫補助金等特別積立金取崩額 ム10，400，981 ム10，488，669 87，688 

サービス活動費用計(2) 734， FiFi6， 813 741， 99Fi， 648 ム7，438，835
サービス活動増減差額(3)二(1)-(2) ム6，573，517 ム15，942，611 9，369，094 

サ 収 受取利息配当金収益 3，668，398 3，923，972 ム255，574
益 その他のサービス活動外収益 1，826，516 19，806，193 ム17，979，677
ピ サービス活動外収益計(4) .5，494，914 23， 730， 16Fi ム18，23.5，251
A その他のサービス活動外費用 1，757，147 1， 757，147 
活 費

動

外
増 用

減
ぴ〕 サービス活動外費用計 (5) 1， 757，147 1， 757，147 
音s サービス活動外増減差額(6)二(4)ー(Fi) 3， 737， 767 23， 730， 16Fi ム19，992， 398 

経常増減差額(7)= (3)十(6) ム2，835，750 7，787，554 ム10，623， 304 
特 収
月IJ 益 特別収益計(8)

増 費 その他の特別損失 8，961，484 ム8，961，484
減 用
ぴ〕 特別費用計(9) 8，961，484 ム8，961，484
部 特別増減差額(10)二(8)ー(9) ム8，961， 484 8，961， 484 

当期活動増減差額(1l)二(7)+ (10) ム2，835，750 ム1， 173， 930 ム1， 661， 820 
j桑 前期繰越活動l目減差額(12) 197，786，116 198，960，316 ム1， 173， 930 
越 当期末繰越活動増減差額(13)二(11)+ (12) 494，950，666 497，786，416 ム2，835，750

活 基本金取崩額(14)

動 基金取崩額(15) 10，000，000 10， 000， 000 
I開 その他の積立金取崩額(16)

減 その他の積立金積立額(17)

差

額
ぴ〕

音:" 次期繰越活動増減差額穫立金積立額(18)二(13)+(14) + (15) +(16)-(17) 504，950，666 497，786，416 7， 164， 250 
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勘定科目
会費収入

寄附金収入

収 経常経費補助金収入

事 受託金収入

業 事業収入

活 入 受取手Ij息配当金収入

動 その他の収入

事業活動収入計(1)

よ 人件費支出

る 支 事業費支出

収 事務費支出

支 助成令支出

出 負担金支出

その他の支出

事業活動支出計(2)

事業活動資金収支差額(3)ニ(1)-(2) 

施 収

設 入 施設整備等収入言I(4) 
整 ファイナンス・リース債務の返済支出

備 支

等

よ 出

る

収 施設整備等支出計(5)

支 施設整備等資金収支差額(6)= (4) -(5) 
7-じ 基金積立資産取崩収入

の 収 拠点区分間繰入金収入

他 サービス灰分間繰入金収入。コ 入 その他の活動による収入
活 その他の活動収入計(7)

動 基金積立資産支出

支 サービス区分間繰入金支出

よ その他の活動による支出

る 出

収 その他の活動支出計(8)

支 その他の活動資令収支差額(9)二(7)-(8) 

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11)ニ(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+ (12) 

予算

11， 116， 000 

5，500，000 

80， 794， 000 

76，041， 000 
5，179，000 

3，462，000 

241， 000 

182，333，000 

111，371，000 

51， 111， 000 

14，288，000 

6，554，000 

991， 000 

3， 758， 000 

191， 079， 000 
ム8，746，000

。
324， 000 

324， 000 

ム324，000
10，000，000 

13，666，000 。
16，584，000 

40，250，000 

16，447，000 。
16，101， 000 

32，848，000 

7，402，000 。。
ム1，668，000

1， 670， 000 

2， 000 

決算

10，937，107 

5，814，403 

72，870，578 

71，219，693 
5，438，033 

3，560，220 

1，454，714 

171，294，748 

106，538，987 

11，675，995 

11，279，016 

6，174，200 

1，016，502 

3，756，845 

173，441，545 
ム2，146，797 

。
646， 704 

646， 704 

ム646，704 
10，000，000 

12，996，144 
52，819 

16，581，451 

39，630，414 

16，446，462 

52，819 

15，391， 119 

31，890，430 

7，739，984 

4，946，483 

ム92，820，258
ム87，873，775

(単位:円)

差異

178，893 

ム314，403
7，923，422 

4，821，307 
ム259，033
ム98，220
ム1，213，714
11，038，252 

7，835，013 

6，138，005 

3，008，984 

379，800 

ム25，502
1， 155 

17，637，455 
ム6，599，203

。
ム322，704 

ム322，704 
322， 704 。
669，856 
ム52，819
2，549 

619，586 

538 

ム52，819
1，009，851 

957，570 

ム337，984

。
ム6，614，483

94，490，258 

87，875，775 
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勘定科目
寄附金収入
経常経費補助金収入

収 受託金収入

事 事業収入
業 介護保険事業収入
活 入 障害福祉サービス等事業収入
動 受取手Ij息配当金収入

その他の収入

よ 事業活動収入計(1)

る 人件費支出
収 支 事業費支出

支 事務費支出
出 負担金支出

事業活動支出計(2)
事業活動資金収支差額(3)二(1)-(2) 

施 4又
設 入 施設整備等収入計(4)
整 固定資産取得支出
備 支 ファイナンス・リース債務の返済支出
寸廃刊ん?一

よ 出
る
収 施設整備等支出計(5)
支 施設整備等資金収支差額(6)= (4) -(5) 
Jに7 収
の 入 その他の活動収入計(7)

他 拠点区分間繰入金支出。コ
活 支
動

よ 出
る
l反 その他の活動支出計(8)

支 その他の活動資合収支差額(9)二(7)-(8) 

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11)二(3)+ (6) + (9) -(10) 

雨期末支払資金残高(12)
当期末支払資金残高(11)+ (12) 

予算
80， 000 

324， 000 

21，523，000 

77， 000 

338，003，000 

11，906，000 

92， 000 

400， 000 

372，105，000 

298，518，000 

52，838，000 

17，466，000 

271， 000 

369， 123， 000 

3，282，000 

。
237， 000 

323， 000 

560， 000 

ム560，000

。
10，407，000 

10，407，000 

ム10，407，000。。
ど¥'7，685，000

7，684，000 

ム1， 000 

決算
80，000 

673，695 

20，684，808 

76， 750 

332，037，109 

14，120，462 

108，042 

291，202 

368，072，068 

273，815，857 

49，719，088 

14，760，573 

212，000 

338，537，518 

29，534，550 

。
236， 520 。

236， 520 

ム236，520

。
9，795，204 

9，795，204 

ム9，795，204

19，502，826 

282，036，166 

301， 538， 992 

(単位:円)

差異 。
ム349，695
838， 192 

250 

5，965，891 

ム2，214，462
ム16，042
108， 798 

1，332，932 

21，702，113 

3， 118，912 

2，705，427 

59，000 

30，585，482 

ム26，252，550

。
480 

323，000 

323，180 

ム323，480

。
611，796 

611，796 

ム611，796

。
ム27，187，826

ム274，352，166
ム301， 539， 992 
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勘定科目
事 収 介護保険事業収入

業 入 その他の収入
j舌 事業活動収入言|ー(1)

動 人件費支出

支 事業費支山

よ 事務費支出

る 出 負担金支出

収 事業活動支出計(2)

支 事業活動資金収支差額(3)= (1) -(2) 

施 収

設 入 施設整備等収入計(4)

整 設備資令借入合冗令償還支出

備 支 その他の施設整備等による支出

等

よ 出

る

収 施設整備等支出言I(5) 
支 施設整備等資金収支差額(6)二 (4)ー(5)

そ 収。コ 入 その他の活動収入計(7)

他 拠点区分間繰入金支出

の

活 支

動

よ 出

る

収 その他の活動支出計約)

支 その他の活動資金収支差額(9)ニ (7)-(8) 

予備費支山(10)

当期資金収支差額合計(ll)ニ (3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資令残高(11)+(12)

予算

174，257，000 。
174，257，000 

119，616，000 

37，633，000 

1， 295， 000 
106， 000 

158，650，000 

15，607，000 

。
16，868，000 

428， 000 

17，296，000 

ム17，296，000

。
3，259，000 

3，259，000 

ム3，259，000。。
ム4，948，000

4，948，000 

0 

決算

175，279，152 

61，600 

175，340，752 

118，076，969 

32，828，122 

1，270，775 

105，200 

152，281，066 

23，059，686 

。
16，709，400 

427，680 

17，137，080 

ム17，137，080

。
3，200，940 

3，200，940 

ム3，200，940

2，721，666 

45，621，659 

48，343，325 

(単位:円)

差異

ム1，022，152
ム61， 600 
ム1， 083， 752 
1， 539， 031 
4，804，878 

24，225 

800 

6，368，934 

ム7，152，686

。
158，600 

320 

158，920 

ム158，920

。
58，060 

58，060 

ム58，060

。
ム7，669，666

ど';40，673，659

ム48，343，325
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勘定科目
受託金収入

事 収 就労支援事業収入

業 障害福祉サービス等事業収入

活 入 受取手Ij息、配当金収入

動 その他の収入

事業活動収入計(1)

よ 人件費支出

る 支 事業費支出

収 事務費支出

支 出 就労支援事業支出

事業活動支出計(2)

事業活動資合収支差額(3)二(1)-(2) 

施 4又
設 入 施設整備等収入計(4)

整

備 支

等

よ 出

る
l反 施設整備等支出計(5)

支 施設整備等資金収支差額(6)二(4)-(5)

そ 収
ι) 入 その他の活動収入計(7)

他 その他の活動による支出

の

活 支

動

よ 山

る

収 その他の活動支出計(8)

支 その他の活動資金収支差額(9)ニ (7)-(8) 

予備費支出(10)

当期資合収支差額合計(11)二(3)+ (6) + (9) -(10) 

前期末支払資金残高(12)

当期末支払資金残高(11)+(12)

予算

4，000，000 

3，566，000 

14，578，000 

1， 000 

178，000 

22，323，000 

18，405，000 

2，628，000 

217，000 

3，566，000 

24，846，000 

ム2，523，000

。

。。
。

477，000 

477， 000 

ム477，000。。
ム3，000，000

1..2旦， 000
0 

決算

4，000，000 

3，820，356 

10，931， 150 

136 

19，000 

18，770，642 

12，666，649 

1，902，098 

113，687 

3，818，873 

18，531，307 

239， 335 

O 

。。
。

72，012 

72，012 

ム72，012

167， 323 

己，833，322
15，000，645 

(単位:円)

差異 。
ム254，356
3，646，850 

864 

159，000 

3，552，358 

5，738，351 

725，902 

103，313 

ム252，873
6，314，693 

ム2，762，335

。

。。
。

404，988 

404，988 

ム404，988

。
ム3，167，323

ム11，833，322
ム15，000，645



貸 借 対 照 表
平成31年３月31日現在
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(単位:円)

資 産 。〉 昔日 負 {責 。〉 部
当年度末 前年度末 士自 減 当年度末 前年度末 士首 減

流動資産 340， 620， 542 303，555，224 37，065，318 流動負債 111，630，387 95，070，764 16，559，623 

現金預金 256，518，201 222，700，215 33，817，986 事業未払金 47，296，464 39， 164， 131 8，132，333 

事業未収金 82，817，723 79，269，479 3，548，244 ト問1年以内内返返済済予予定定設リ備ー資ス債金借務入金 16，558，452 16，709，400 ム150，948
未収補助金 736，410 1， 544， 922 ム808，512 646， 704 485， 028 161，676 

目iHム金 548，208 40，608 507，600 1年以内支払予定長期未払金 427，680 427， 680 。
同定資産 1，326，165，438 1，362，374，204 ム36，208，766 ぷ返還補助金 11，939，210 10，092，483 1， 846， 727 

基本財産 573，885，'175 595，731，316 ム21，818，811 職員預り金 1， 178，003 1， 130， 013 ム252，010 
土地 118， 488， 198 118，488， 198 。自白x金 197，678 197， 678 。
建物 454，397，277 476，246， 118 ム21，848，841 賞与引当金 30，386，196 23，564，321 6，821，875 

定期預金 1，000，000 1，000，000 。固定負債 348，690，834 367， 603， 636 ム18，912，802
その他の固定資産 752，279，963 766，639，888 ム14，359，925 設備資金借入金 185，075，048 201，633，500 ム16，558，452
建物 102，174 149，506 ム47，332 リース債務 1，455，084 2，263，464 ム808，380 
建物付属設備 145，362，551 160，607，609 ム15，245，058 退職給付引当金 161，875，582 162，993，872 ム1，118，290
構築物 8，450，558 9，409，893 ム959，335 長期ぷ払令 285， 120 712，800 ム427，680 
機械及び装置 659，810 507， 182 152，658 負債の部合計 160，321，221 162， 6H， 100 ム2，353， 179 
車柄運搬具 2，184，624 3，204，142 ム1，019，518
器具及び備品 4，484，575 6，407，383 ム1，922，808 純資産の部

有形リース資産 2， 101， 788 2，748，492 ム646，704 基本金 139，002，352 139，002，352 。
権利 500，000 500， 000 。基本金 139，002，352 139，002，352 。
退職給付引当資産 161，875，582 162，993，872 ム1，118，290 基金 368， 403， 159 361， 956， 697 6，446，462 

その他の積¥r資産 426， 111， 731 419，665，269 6，446，462 卜世敬愛基基金令 143，403，159 141，956，697 1，446，462 

斧入保証金 100，000 100， 000 。 225，000，000 220， 000， 000 5，000，000 
リサイクル料金預け金 316， 510 316，510 。国庫補助金等特別積立金 136，100，010 116，800，991 ム10，100，981

困庫補助金等特別積立金 136，400，010 146，800，991 ム10，400，981
その他の積立金 57，708，572 57，708，572 。
法人運営積立金 32，708，572 32，708，572 。
介護運営積立金 25，000，000 25，000，000 。
次期繰越活動増減差額 。04，950，666 497，786，416 7，164，250 

卜次期(繰う越ち活当期動活増減動差増減額差額) 。04，950，666 497，786，416 7，164，250 

ム2，835，750 ム1，173，930 ム1，661，820
純資産の部合計 1，206，464，759 1，203，255，028 3，209，731 

資産の部合計 1，666，785，980 1，665，929，428 856，552 負債比び純資産の部合計 1， 666， 785， 980 1，665，929，428 8ii6， 552 
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主盆立旦主丘旦

小計
特長ぬくもり園加湿器返済

取得伽額 減怖償却主提言|額

120 

討 6引)仏外
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社会福祉法人 須坂市社会福祉協議会

平成 30年度会計収入支出決算の監査報告書

社会福祉法人 須坂市社会福祉協議会定款第 22条の規定により、

平成 30年度事業報告書及び平成 30年度一般会計について、関係帳

簿及び証拠書類の照合監査の結果いずれも適正であることを認めた

ので報告します口

令和元年5月24日

監事 J~ Jf- Jt 

監事 心身子房¥久争議
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社会福祉法人須坂市社会福祉協議会定款

第1章総 則

(目的)

第 1条 この社会福祉法人(以下「本会」としづ o)は、須坂市における社会福祉事業その他の社会福祉

を目的とする事業の健全な発達及び社会福祉に関する活動の活性化により、地域福祉の推進を図

ることを目的とする。

(事業)

第 2条本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

( 1) 社会福祉を目的とする事業の企画及び実施

(2) 社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助

(3) 社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成

(4) (1)から (3)のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業

(5) 保健医療、教育その他の社会福祉と関連する事業との連絡

(6) 共同募金事業への協力

(7) 居宅介護支援事業の経営

(8) 老人居宅介護等事業の経営

(9) 老人デイサービス事業の経営

( 10) 訪問入浴サービス事業の経営

(11) 障害福祉サービス事業の経営

(12) 地域密着型特別養護老人ホームの経営

(13) 老人短期入所事業の経営

(14) 食の白立支援事業

(15) 福祉移送サービス事業

(16) 生活支援体制整備事業

(17) 高齢者世話付住宅生活援助員派遣事業

(18) 須坂市白立生活特別支援事業

(19) 助け合い推進事業

(20) ボランティア活動の振興

(21) 須坂市福祉ボランティアセンターの経営

(22) 老人福祉センター永楽荘の経営

(23) 須坂市老人福祉センターくつろぎ荘の経営

(24) 指定障害福祉サービス事業所ぶどうの家の経営

(25) 指定特定相談支援事業の経営

(26) 指定障害児相談支援事業の経営

(27) 福祉サービス利用援助事業

(28) 生活福祉資金貸付事業

(29) 心配ごと相談事業
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(30) 結婚相談事業

(31) 生活困窮者自立支援制度にかかわる事業

(32) 無料職業紹介事業

(33) その他本会の目的達成のため必要な事業

(名称)

第3条 本会は、社会福祉法人須坂市社会福祉協議会としづ O

(経営の原則)

第4条 本会は、社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的かっ適正に行うた

め、自主的に経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サービスの質の向上並びに事業

経営の透明性の確保を図るものとする。

2 本会は、住民や福祉関係者等とともに地域の福祉課題・生活課題の解決に取り組み、支援を必

要とする者に無料又は低額な料金で福祉サービスを積極的に提供するものとする。

(事務所の所在地)

第5条本会の事務所を、長野県須坂市大字須坂476番地 1に置く。

第2章評議員

(評議員の定数)

第 6条本会に評議員 23名以上 36名以内を置く O

(評議員の選任及び解任)

第7条本会に評議員選任・解任委員会を置き、評議員の選任及び解任は、評議員選任・解任委員会

において行う。

2 評議員選任・解任委員会は、監事1名、事務局員1名、外部委員1名の合計3名で構成する。

3 評議員選任・解任委員の選任及び解任は、理事会において行う。

4 選任候補者の推薦及び解任の提案は、別に定める規程に基づき理事会が行う。

5 選任候補者の推薦及び解任の提案を行う場合には、当該者が評議員として適任及び不適任と

判断した理由を委員に説明しなければならない。

6 評議員選任・解任委員会の決議は、委員の過半数が出席し、その過半数をもって行う。ただ

し、外部委員が必ず出席し、かっ、外部委員が賛成することを要する。

7 評議員選任・解任委員会の運営についての細則は、理事会において定める。

(評議員の資格)

第8条社会福祉法第40条第4項及び第5項を遵守するとともに、本会の評議員のうちには、評議員

のいずれか一人及びその親族その他特殊の関係がある者(租税特別措置法施行令第 25条の 17

第6項第 1号に規定するものをしづ O 以下同じ。)の合計数が、評議員総数(現在数)の3分の

1を超えて含まれることになってはならない。

(評議員の任期)

第9条評議員の任期は、選任後4年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時評議員

会の終結の時までとし、再任を妨げない。
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2 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評議員の

任期の満了する時までとすることができる。

3 評議員は、第6条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退任した

後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を有する。

(評議員の報酬等)

第 10条 評議員の報酬は、これを支弁しない。ただし、評議員には別に定める規程により費用を弁償

することができる。なお、弁償に関する規程は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。

第3章評議員会

(構成)

第 11条評議員会は、全ての評議員をもって構成する。

(権限)

第 12条評議員会は、次の事項について決議する O

(1) 理事及び監事の選任又は解任

(2) 理事及び監事の報酬等の額

(3) 理事及び監事並びに評議員に対する報酬等の支給の基準

(4) 予算及び事業計画の承認

(5) 計算書類(貸借対照表及び収支計算書)及び事業報告の承認

(6) 予算外の新たな義務の負担又は権利の放棄

(7) 定款の変更

(8) 残余財産の処分

(9) 基本財産の処分

(10)社会福祉充実計画の承認

(11)公益事業・収益事業に関する重要な事項

(12)解散

(13)その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項

(開催)

第 13条 評議員会は、定時評議員会として毎年度6月に 1回開催するほか、 3月及び必要がある場合

に開催する。

(招集)

第 14条 評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき会長が招集する。

2 評議員は、会長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議員会の招

集を請求することができる。

(議長)

第 15条評議員会の議長は、その都度評議員の互選とする。

(決議)

第 16条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員の過半数が出

席し、その過半数をもって行い、可否同数のときは議長の決するところによる。

2 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く

評議員の 3分の 2以上に当たる多数をもって行わなければならない。
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(1) 監事の解任

(2) 定款の変更

(3) その他法令で定められた事項

3 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに第 1項の決議を行わな

ければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第 18条に定める定数を上回る場合には、

過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任する

こととする。

4 第 1項及び第2項の規定にかかわらず、評議員(当該事項について議決に加わることができ

るものに限る。)の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、評議員会

の決議があったものとみなす。

(議事録)

第 17条 評議員会の議事については、法令の定めるところにより、議事録を作成する。

2 議長及び出席した評議員のうちから選出された議事録署名人2人は、前項の議事録に記名押

印する。

第4章役員

(役員の定数)

第 18条本会には、次の役員を置く。

(1) 理事 12名以上 16名以内

(2) 監事 2名

2 理事のうち 1名を会長、 2名を副会長、 1名を常務理事とする。

3 前項の会長をもって社会福祉法の理事長とし、常務理事をもって同法第45条の 16の第2項

第2号の業務執行理事とする。

(役員の選任)

第四条理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。

2 会長、副会長及び常務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。

(役員の資格)

第 20条 社会福祉法第44条第6項を遵守するとともに、この法人の理事のうちには、理事のいずれ

か一人及びその親族その他特殊の関係がある者の合計数が、理事総数(現在数)の3分の 1を

超えて含まれることになってはならない。

2 社会福祉法第 44条第 7項を遵守するとともに、この法人の監事には、この法人の理事(そ

の親族その他特殊の関係がある者を含む。)及び評議員(その親族その他特殊の関係、がある者

を含む。)並びにこの法人の職員が含まれではならない。また、各監事は、相互に親族その他

特殊の関係、がある者で、あってはならない。

(理事の職務及び権限)

第 21条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執行する。

2 会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、本会を代表し、その業務を執行する。

3 副会長は、会長を補佐する。

4 常務理事は、理事会において別に定めるところにより、本会の業務を分担執行する。

5 会長及び常務理事は、毎会計年度に 4月を超える間隔で 2回以上、白己の職務の執行状況を
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理事会に報告しなければならない。

(監事の職務及び権限)

第22条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を作成する。

2 監事は、いつでも、理事及び職員に対して事業の報告を求め、本会の業務及び財産の状況の

調査をすることができる。

(役員の任期)

第 23条 理事又は監事の任期は、選任後 2年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時

評議員会の終結の時までとし、再任を妨げない。

2 補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。

3 理事又は監事は、第 18条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により

退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事としての権利義務を有

する。

(役員の解任)

第 24条 理事又は監事が、次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって解任することが

できる。

(1)職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。

(2)心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。

(役員の報酬等)

第 25条 理事及び監事に対して、評議員会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した

額を報酬等として支給することができる。

2 役員及び監事には費用を弁償することができる。なお、弁償に関する規程は理事会の議決を

経て、会長が別に定める。

第5章顧問及び参与

(顧問及び参与)

第 26条本会に顧問及び参与若干名を置く。

2 顧問及び参与は、理事会の決議を得て会長が委嘱する。

3 顧問は、本会の業務について会長の諮問に答え又は意見を具申する O

4 参与は、本会の業務の運用に参与する。

5 任期については、役員の任期に準ずる。

第6章理事会

(構成)

第 27条理事会は、全ての理事をもって構成する。

(権限)

第 28条 理事会は、次の職務を行う。ただし、日常の業務として理事会が定めるものについては会長

が専決し、これを理事会に報告する。

(1)本会の業務執行の決定

(2)理事の職務の執行の監督

(3)会長、副会長及び常務理事の選定及び解職
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(招集)

第 29条理事会は、会長が招集する。

2 会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、副会長が理事会を招集する。

(議長)

第 30条 理事会の議長は、その都度理事の互選とする。

(決議)

第 31条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席し、

その過半数をもって行い、可否同数のときは議長の決するところによる。

2 前項の規定にかかわらず、理事(当該事項について議決に加わることができるものに限る。)

の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたとき(監事が当該提案について異議

を述べたときを除く o)は、理事会の決議があったものとみなす。

(議事録)

第 32条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。

2 出席した会長及び監事は、前項の議事録に記名押印する。

第7章会 員

(会員)

第 33条本会に会員を置く。

2 会員は、本会の目的に賛同し、目的達成のため必要な援助を行うものとする。

3 会員に関する規程は、評議員会において別に定める。

第8章委員会

(委員会)

第 34条本会に委員会を置くことができる。

2 委員会は、専門的事項について、本会の運営に参画し、或いは会長の諮問に答え、又は意見

を具申する O

3 委員会に関する規程は、別に定める。

第9章事務局及び職員

(事務局及び職員)

第 35条本会の事務を処理するため事務局を置く。

2 本会に、事務局長を 1名置くほか、職員を置き、会長が任免する。

3 会長は本会の重要な職員の任免においては、理事会の意見を聞くものとする。

第10章資産及び会計

(資産の区分)

第 36条 本会の資産は、これを分けて基本財産、運用財産及び公益事業用財産の三種とする。

2 基本財産は、次の各号に掲げる財産をもって構成する。

(1) 定期預金 100万円

(2) 土地

(了)須坂市老人福祉センター「永楽荘j 宅地延面積 4，329.71ぱ
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長野県須坂市大字日滝宇郷原 403番地3、同 404番地、同 406番地、同 406番地 1、同

407番地 1、同 408番地 1、同 409番地 1、同 410番地2、同 411番地 1、同 412番地 1、

同495番地 1所在

(イ)デイサービスセンター「ぬくもり園」・「ことぶき」宅地延面積 3，754.65 rri' 

長野県須坂市大宇野辺宇竹ノ春 1335番地7、同 1340番地6、同 1341番地2、同 1341

番地8所在

(ウ)地域密着型特別養護老人ホーム宅地延面積 4，223.77rri' 

長野県須坂市大宇野辺宇竹ノ春 1335番 1所在

(3) 建物

(了)須坂市老人福祉センター「永楽荘」

長野県須坂市大字日滝宇郷原 406・407番地所在

鉄筋コンクリート 2階建 1棟延面積 783.60rri' 

増築大広間鉄骨平屋建 1棟面積 265.60rri' 

(イ)デイサービスセンター「ぬくもり園」

長野県須坂市大宇野辺宇竹ノ春 1341番地2所在

鉄骨造平屋建 1棟面積 579.67rri' 

増築分鉄骨造(一部木造)平屋建 1棟面積 146.05rri' 

(ウ)デイサービスセンター「ことぶき」

長野県須坂市大宇野辺宇竹ノ春 1335番地7所在

木造平屋建 1棟面積 180.52rri' 

(エ)地域密着型特別養護老人ホームぬくもり園

長野県須坂市大宇野辺宇竹ノ春 1335番地 1所在

鉄骨造2階建 1棟延面積 1，987.34rri' 

3 運用資産は、基本財産、公益事業用財産以外の財産とする。

4 基本財産に指定されて寄附された金品は、速やかに第2項に掲げるため、必要な手続きをと

らなければならない

(基本財産の処分)

第 37条 基本財産を処分し、又は担保に供しようとするときは、理事総数の 3分の 2以上の同意を

得、評議員会の議決を経て、須坂市長の承認を得なければならない。ただし、次の各号に掲げ

る場合には、須坂市長の承認は必要としない。

一 独立行政法人福祉医療機構に対して基本財産を担保に供する場合

二 独立行政法人福祉医療機構と協調融資(独立行政法人福祉医療機構の福祉貸付が行う施設整

備のための資金に対する融資と併せて行う同一の財産を担保とする当該施設整備のための資

金に対する融資をいう。以下同じ。)に関する契約を結んだ民間金融機関に対して基本財産を

担保に供する場合(協調融資に係る担保に限る)

(資産の管理)

第 38条本会の資産は、理事会の定める方法により、会長が管理する。

2 資産のうち現金は、確実な金融機関に預け入れ、確実な信託会社に信託し、又は確実な有価証

券に換えて、保管する。
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(事業計画及び収支予算)

第 39条 本会の事業計画書、収支予算書については、毎会計年度開始の日の前日までに、会長が作成

し、理事会の決議を経て、評議員会の承認を受けなければならない。これを変更する場合も、

同様とする。

2 前項の書類については、事務所に、当該会計年度が終了するまでの間備え置き、一般の閲覧に

供するものとする。

(事業報告及び決算)

第 40条 本会の事業報告及び決算については、毎会計年度終了後、会長が次の書類を作成し、監事の

監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。

(1)事業報告

(2)事業報告の附属明細書

(3)貸借対照表

(4)収支計算書(資金収支計算書及び事業活動計算書)

(5)貸借対照表及び収支計算書(資金収支計算書及び事業活動計算書)の附属明細書

(6)財産目録

2 前項の承認を受けた書類のうち、第 1号、第3号、第4号及び第6号の書類については、定時

評議員会に提出し、承認を受けなければならない。

3 第1項の書類のほか、次の書類を事務所に 5年間備え置き、一般の閲覧に供するとともに、定

款を事務所に備え置き、一般の閲覧に供するものとする。

(1)監査報告

(2)理事及び監事並びに評議員の名簿

(3)理事及び監事並びに評議員の報酬等の支給の基準を記載した書類

(4)事業の概要等を記載した書類

(会計年度)

第 41条 本会の会計年度は、毎年4月 1日に始まり、翌年3月31日をもって終わる。

(会計処理の基準)

第 42条 本会の会計に関しては、法令等及びこの定款に定めのあるもののほか、理事会において定め

る経理規程により処理する。

(臨機の措置)

第43条 予算をもって定めるもののほか、新たに義務の負担をし、又は権利の放棄をしようとすると

きは、理事総数の 3分の 2以上の同意を得、評議員会の決議を得なければならない。

第 11章解散

(解散)

第 44条 本会は、社会福祉法第46条第 1項第 1号及び第3号から第6号までの解散事由により解散

する。

(残余財産の帰属)

第45条解散(合併又は破産による解散を除く 0) した場合における残余財産は、評議員会の決議を

得て、社会福祉法人のうちから選出されたものに帰属する。
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第12章定款の変更

(定款の変更)

第 46条 この定款を変更しようとするときは、評議員会の決議を得て、須坂市長の認可(社会福祉法

第 45条の 36第2項に規定する厚生労働省令で定める事項に係るものを除く o)を受けなけれ

ばならない。

2 前項の厚生労働省令で定める事項に係る定款の変更をしたときは、遅滞なくその旨を須坂市長

に届け出なければならない。

第 13章

(公告の方法)

公告の方法その他

第 47条 本会の公告は、社会福祉法人須坂市社会福祉協議会の掲示場に掲示するとともに、本会の広

報紙又はホームページに掲載して行う。

(施行細則)

第 48条 この定款の施行についての細則は、理事会において定める。

附則

厚生省社第28号 昭和 43年 1月 30日付

厚生省社第 182号 昭和 44年 2月2日付

厚生省社第 706号 昭和 51年 8月2日付

厚生大臣認可

厚生大臣認可(定款一部改正)

厚生大臣認可(定款一部改正)

厚生省社第 706号 昭和 51年 8月2日付 厚生大臣認可(定款一部改正)

厚生省社第259号 昭和 56年 3月20日付 厚生大臣認可(定款一部改正)

長野県指令63厚第804号 平成元年3月 30日付 長野県知事認可(定款一部改正)

長野県指令6厚第 587号 平成6年 9月 22日付 長野県知事認可(定款一部改正)

長野県指令9厚第 171号 平成9年 5月 14日付 長野県知事認可(定款一部改正)

長野県指令 10厚第285号 平成 10年 6月 23日付 長野県知事認可(定款一部改正)

長野県長野地方事務所指令 11長地厚第 76号 平成 11年 5月 18日付 長野県長野地方事務所長認可(定款一部改正)

長野県長野地方事務所指令 11長地厚第 76-7号 平成 11年 7月 1日付 長野県長野地方事務所長認可(定款部改正)

長野県長野地方事務所指令 11長地厚第 76-16号 平成 12年 2月 29日付 長野県長野地方事務所長認可(定款一部改正)

長野県長野地方事務所指令 13長地厚第 15-8号 平成 13年 5月1日付 長野県長野地方事務所長認可(定款部改正)

長野県長野地方事務所指令 18長地厚第 113号 平成 18年 7月26日付 長野県長野地方事務所長認可(定款一部改正)

長野県長野地方事務所指令 19長地福第 35号 5 平成 19年 7月9日付 長野県長野地方事務所長認可(定款部改正)

長野県長野地方事務所指令 20長地福第 19号の 5 平成 20年 7月4日付 長野県長野地方事務所長認可(定款一部改正)

長野県長野保健福祉事務所指令 21長保福第 79号 平成 21年 6月 26日付 長野県長野保健福祉事務所長認可(定款一部改正)

長野県長野保健福祉事務所指令 22長保福第 82号 平成 22年 6月 25日付 長野県長野保健福祉事務所長認可(定款部改正)

長野県長野保健福祉事務所指令 24長保福第 32-4号 平成 24年 6月 5日付 長野県長野保健福祉事務所長認可(定款一部改正)

長野県須坂市指令25福第 78・1号 平成25年 7月 5日付長野県須坂市長認可(定款一部改正)

長野県須坂市指令25福第 78・2号 平成25年 7月 5日付長野県須坂市長認可(定款一部改正)

長野県須坂市指令26福第 119号 平成26年 10月 15日付長野県須坂市長認可(定款一部改正)

長野県須坂市指令27福第 72号平成27年 7月 1日付長野県須坂市長認可(定款一部改正)

長野県須坂市指令部福第 142号平成29年 2月 20日付長野県須坂市長認可(定款一部改正)

長野県須坂市指令 30福第 106号平成 30年 7月 9日付長野県須坂市長認可(定款一部改正)
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この定款は、平成 29年 4月 1日から施行する。

この定款は、平成 30年 7月 11日から施行する。
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定款運営内規

社会福祉法人須坂市社会福祉協議会

改正| 昭和43年 5月 6日

第1 第2章評議員

第7条第4項関係

昭和44年 3月28日

昭和45年 3月27日

昭和46年11月29日
昭和47年 3月初日

昭和48年 2月 6日

昭和50年 3月31日

昭和51年 3月23日

昭和60年 9月20日

昭和63年 3月30日

平成 4年 3月 19日

平成 6年 3月 15日

平成 6年 8月 10日

平成 9年 3月21日

平成 9年 5月 12日

平成 10年 3月 19日

(全部改正)

平成13年 3月21日

平成17年 3月 18日

平成18年3月 17日

平成19年 10月 1日

平成20年 7月 1日

平成22年 5月 21日

平成24年5月22日

平成27年5月28日

平成27年5月29日

平成29年4月 1日

評議員選任規程第2条により選出する評議員は、別紙の職名にあるものとする。

第2 第4章役員

第 19条第1項関係

理事・監事選任規程第2条により選出する理事は、別紙の職名にあるものとする。

第3 同章

第四条第2項関係

区長会長、民協会長を副会長に選任する。

第4 第5章顧問及び参与

第26条第2項関係

(1)顧問は、須坂市長、市選出県議会議員及び市議会議長並びに前社協会長の職にあるもの

する。

(2)参与は、市副市長及び市教育長の職にあるものとする。

第5 第8章委員会

第34条第3項関係

(1)須坂市社会福祉協議会(以下「本会」とし1う0)に運営委員会を設ける。

(2)運営委員は、本会の理事、評議員以外で、区長の職にあるもの全員及びその他理事会が

推薦したものについて会長が委嘱する。
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【男iJ紙】

.評議員(第1開系)

中断哉・団体等 選出組織・団体と役職名等

須坂市区長会 社協支部の区長代表(12)

須坂市民生児童委員協議会 地区会長 (1ω、

豊洲地区及び東地区の地区副会長 (2)

社会福祉事業等を経営する者の組織・団体 手をつなく守育成会代表(1)、

精神障害者家族会ときわ会代表(1)

社会福祉に関係ある組織・団体 身体障害者福祉協会理事長(1)、遺族会会長(1)、

保幡市導員会会長(1)、ライオンズクラブ(1)

ボランティア・市民活動を酷隼する高E織・団体 赤十字奉仕団委員長 (1)、PTA連合会会長(1)

関係行政機関 議会福祉環境委員長(1)、福祉課長(1)

高齢者福祉課長(1)、こども課長(1)

。理事(第2関係)

組j哉・団体等 選出品且織・団体と役職名等

須坂市区長会 会長 (1)、副会長 (3)

須坂市民生児童委員協議会 会長 (1)、副会長 (2)

須坂市健康福祉部 健康;福花回日長 (1)

社会福祉事業等を経営する者の札織・団体 社会福祉施設代表 (1)

社会福祉に関係ある組織・団体 シニアクラブ連合会会長 (1)、連合婦人会会長 (1)、

助け合い推進会議会長 (1)

ボランティア団体 ボランティア連絡協議会代表 (1)

社会福祉に関する学諸島怪験を有する者 学謝壬験者 (1)

須坂市社会福祉協議会 事務局長(1)、特養管理者 (1)
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干382-0074(春木町)

須坂市大字須坂476-1
福祉ボランティアセンター

庶務係

須坂市生活就労支援センター 1 ~ ~ ~~__I~. ~~~~ 1 干382-0087(東横町)
I 248-9977 I 214-9883 I 

まいさぽ須坂 1-.---..1-..----1須坂市大字須坂344-1-60

介護保陳代表 245-1640 

在宅介護係
I 214-4161 I 246-0054 

(ホームヘルプサービス)(訪問入浴)

干382-0074(春木町)

須坂市大字須坂476-1

居宅介護支援係 214-4131 

干382-0031(村石町〉
デイサービスセンターぬくもり園 I246-8462 I 242-5415 I 須坂市大宇野辺 1341-2

干382-0031(村石町〉
デイサービスセンターこと15¥き I 246-9822 I 246-9820 I 須坂市大宇野辺 1335-7

干382-0076(馬揚町〉
ずイサービスセンターすえひろ I 246-6191 I 246-6192 I 須坂市大字須坂 1243-1

地域密着型特別養護老人ホーム

ぬくちり園 1_ _ _ _ _ _ 1 _ _ ___ ~ 1干382-0031(村石町〉
242-5323 I 248-8776 I 

須坂市大宇野辺 1335-1
ぬくもり園居宅介護支援係

老人福祉センター永楽荘 I 246-1746 I FAX兼用 | 干須3坂8市2-0大0字1白1滝(本4郷07町〉

老人福祉センターくつろぎ荘 246-2058 FAX兼用
干382-0046(仁礼町〉

須坂市大字仁礼7-16

指定障害福祉サービス事業所
248-9370 248-7080 

干382-0012(大谷町〉

ぶどうの家 須坂市大字日滝327

e -m a 1 cocoro@suzaka-shakyo，jp 

ホームページ http:j /www.suzaka-shakyo.jp 

ブログ http://blog.suzaka.ne，jp/shakyo 


